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▪主な内容▪

特集　総合計画原案を作成しました････････････････････････②
　　　火災・救急出動の状況･･････････････････････････････④
みんなの広場････････････････････････････････････････････⑧
　人の森／橘功記さん　
　北広ひとつまみ／校歌に込められたふるさと北広島　
お知らせ････････････････････････････････････････････････⑬
ふれあい通信････････････････････････････････････････････㉑
　まちのチカラ／陶芸サークル「陶樹」

温泉行き福祉バスで来ました・竹山高原温泉

2010.2010.３   ３   
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　市では、平成23年度から始まる新しい総合計画の作成を進めています。総合計画は、
市が目指す将来像を明らかにし、その実現に向けたまちづくりの指針とするものです。
これまで市民意識調査や市民アイデアの募集、市民説明会などで意見をもらい、一般公
募を含む30人の委員による「市長期総合計画審議会」での審議を経て、総合計画の原案
をまとめました。
　この原案について、市民の皆さんの意見を募集します。寄せられた意見を参考に計画
を作成します。

子どもと若者がお年寄りと
共に希望をはぐくむまち

緑を大切にし、着実に成長
し続けるまち

基本目標１ 基本目標２ 基本目標３ 基本目標４ 基本目標５

支え合い健やかに暮
らせるまち

人と文化をはぐくむ
まち

美しい環境に包まれ
た安全なまち 活気ある産業のまち 快適な生活環境のまち

市民同士の支え合い
などにより、すべて
の市民が健やかに安
心して生活でき、安
心して子どもを産み
育てられる環境があ
るまちをつくります。

豊かな心や創造力を
持つ人材をはぐくむ
教育が行われ、市民
が自主的に学び交流
する学習やスポーツ
の機会があり、新た
な市民文化が生まれ
るまちをつくります。

緑に囲まれた環境に
優しいまちをつくる
と共に、防災対策や
消防体制、交通安全
対策などが充実し、
安全・安心な市民生
活が確保されるまち
をつくります。

活気ある農林業・商
業・工業などが営ま
れ、新たな産業が生
まれ、多くの人々に
とって働く場がある
まちをつくります。

住環境や道路整備、
地域情報化などの都
市基盤の充実により、
誰もが快適に暮らせ
るまちをつくります。

市民が多様に活動し、産業
と文化が栄えるまち

目指す都市像の実現に向けて、６つの基本目標を設定しました。

市民の多様な活動を促進し、協働してまちづくりを実
践するまち、行財政改革の推進により、信頼される行
財政運営を持続できるまちをつくります。

基本目標６

計画の実現に向けて



■問合せ　総合計画課（☎ 372-3311 内線 786）
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重点プロジェクトは、まちづくりのテーマと目指す都市像を
実現するために、各分野の施策を横断的に連携させ、総合的
に取り組んでいくものです。

◆原案の閲覧場所
市役所総合計画課と各出張所、団地住民センター、
エルフィンパーク、中央公民館、図書館、夢プラ
ザ、市のホームページ「ご意見・パブリックコメ
ント等｣ からご覧になれます。

◆提出期限
３月31日
＊提出された意見と意見に対する市の考え方は、
本紙や市のホームページで公表します。

◆提出先
市役所総合計画課　　　
〒061‒1192（住所不要）・FAX372-3850
電子メール　soukei@city.kitahiroshima.lg.jp

◆提出方法
自由様式に住所・氏名・電話番号を記入し、郵送
かファクス、電子メール、直接持参のいずれかで
提出してください。
＊電話や口頭での意見は受け付けません。

　子どもを安心して産み、健
やかに育てることができる環
境づくりを進めます。また、
すべての世代の学習機会を充
実し、多様な分野における人
づくり、地域の活性化につな
がる人づくりを進めます。

　イベントや観光、農業、商
工業などさまざまな分野の取
り組みを結び付け、人・物・
情報の交流を促進し、まちの
にぎわいをつくります。また、
身近な観光資源などまちの魅
力を発掘し、活力あるまちづ
くりを進めます。

　優れた住環境を維持し、共
に支え合い、誰もが住みたく
なる地域づくりを進めます。
市だけでなく、地域住民や事
業者、市民団体などが連携・
協力してコミュニティーづく
りを進めながら、安心して快
適に暮らせる地域づくりを進
めます。

●安心できる子育て
　・妊娠や出産、育児などに関する相談
　・市民のニーズに対応した保育サービス　など
●健やかな子どもの教育
　・学びがいのある学校教育の推進
　・子どもの安全対策　など
●生き生きとした人づくり
　・生涯学習活動の支援
　・個性豊かな地域文化の創造の支援　など

●魅力づくりと情報の発信
　・観光資源や魅力の発掘と活用
　・多様な手法によるまちの紹介　など
●にぎわいの創出と交流の促進
　・芸術文化の発表や交流の場の提供
　・自転車道を活用した広域交流　など
●活気ある産業の創造
　・地産地消の推進
　・企業支援や誘致による雇用の拡大　など

●共に支え合う地域づくり
　・ネットワーク化による医療の充実
　・高齢者が交流できる場の整備　など
●住み良い環境づくり
　・住宅地の緑化
　・住み替えや住宅リフォームの支援　など
●利用しやすい交通
　・交通不便者の買い物などの支援
　・誰もが利用しやすい公共交通の確保　など
●地球環境への配慮
　・省エネルギーの意識向上の啓発
　・緑の保全と緑化の推進　など

〈主要な取り組み〉

〈主要な取り組み〉

〈主要な取り組み〉
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平
成
21
年
の
火
災
発
生
件
数
は
30
件
で
、
前
年
よ
り

２
件
増
加
し
ま
し
た
。

　

内
訳
は
建
物
火
災
が
13
件
で
、
前
年
と
比
べ
て
３
件

減
少
し
た
も
の
の
最
も
高
い
比
率
を
占
め
て
い
ま
す
。

次
い
で
車
両
火
災
が
９
件
、
林
野
火
災
が
２
件
、
そ
の

他
の
火
災
が
６
件
で
し
た
。

　

出
火
原
因
で
最
も
多
い
の
は
、放
火
（
疑
い
を
含
む
）

と
配
線
器
具
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
３
件
、
以
下

た
ば
こ
、
こ
ん
ろ
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
に
よ
る
火
災
で
す
。

　

火
災
に
よ
る
損
害
額
は
約
４
４
８
２
万
円
で
し
た
。

こ
の
う
ち
建
物
火
災
に
よ
る
損
害
額
が
約
４
１
３
４
万

円
で
最
も
多
く
、
前
年
に
比
べ
約
９
８
１
万
円
増
加
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

平成21年の市内の火災・救急出動の状況をお知らせします。

8：40

事務所に全員整列。
前日勤務の隊員から
連絡事項などを引き
継ぎます。

8：309：009：30 9：15

8：45

装備している医療機
器も点検。細かいと
ころもしっかりチェ
ックします。
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建物 車両 その他林野
過去５年間の火災発生件数

10：50

車両ごとに
行います。

業務連絡やその日の
業務内容の確認をし
ます。この後、担当
者での打ち合わせ。

いざという時にすぐ
に使えるよう、消火
栓などの除雪は欠か
せません。

（件）

（年）

広報 北広島－2010.3.1
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救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
、
全
国
平
均
で

約
７
分
か
か
り
ま
す
。
心
肺
が
停
止
す
る
と
お
よ
そ
３

分
で
死
亡
率
が
50
％
に
な
り
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
・
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）
の
使
用
が
１
分
遅

れ
る
ご
と
に
、
救
命
率
が

10
％
低
下
し
ま
す
。

　

傷
病
者
の
救
命
率
を
上

げ
る
た
め
、
消
防
署
で
は

定
期
的
に
普
通
救
命
講
習

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
約
１
５
０
０　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
受　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
受
講
し
た
方
は
、
延
べ

約
１
万
８
４
０
０
人
に
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
の
救
急
出
動
件
数
は
１
８
３
７
件
で
、
前

年
よ
り
41
件
増
加
し
ま
し
た
。
救
急
車
で
病
院
に
搬
送

さ
れ
た
方
は
１
６
６
９
人
で
、
市
民
の
36
人
に
１
人
が

利
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

程
度
別
で
は
、
病
院
で
診
療
を
受
け
て
そ
の
日
の
う

ち
に
帰
宅
で
き
る
「
軽
症
」
が
半
数
を
占
め
ま
し
た
。

過去５年間の救急出動件数と搬送人数

0

1500

2000

1,713
　　人 1,635

1,712
1,619 1,669

1,838件
1,741件

1,847件 1,796件 1,837件

H17 H18 H19 H20 H21

出動件数 搬送人数

人
人 人 人

12：00

12：45

13：30

14：3017：15

119番の受け付け、
出動の指示、患者の
状態の連絡などを交
代で行います。

先輩と２人で当番。
慣れた手つきで作り
ます。料理は就職し
てから覚えたとか…。

この日の献立は豚丼
でした。勤務の職員
全員で食べます。
量は意外と少なめ？

　

種
類
別
で
は
、
急
病
が
１
０
２
４
件
で
最
も
多
く
、

次
い
で
け・

・が
が
２
６
９
件
、
転
院
搬
送
が
１
５
８
件
、

交
通
事
故
が
１
５
１
件
で
し
た
。

平成21年の程度別搬送人数

軽症
804 人中等症

712 人

重症
116 人

死亡 37 人

このほか、平日は訓練や勉強会、
救命講習会など、土曜は車両や機
械器具の点検と救急事後検証、日
曜は庁内の清掃を行います。もち
ろん、いつでも出動できるように
備えています。

夕食後も、交
代で通信勤務
や事務処理に
当たります。

全国消防イメージ
キャラクター

（年）
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地震や風水害などの大規模災
害が発生した場合、重要な役
割を果たします。

　

市
町
村
に
設
置
さ
れ
て
い
る
消
防
機
関
の
一
つ
で
す
。

　

団
員
は
農
業
・
自
営
業
・
会
社
員
な
ど
の
本
業
を
持

ち
な
が
ら
、
火
災
発
生
時
に
は
消
火
活
動
、
地
震
・
風

水
害
時
に
は
災
害
防
御
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
、
道
路
が
寸
断
さ
れ
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
た
状
況
で
も
、
よ
り
多
く
の
人
命
を

救
う
た
め
に
は
、
地
域
に
居
住
し
、
地
域
の
実
情
を
よ

く
知
る
消
防
団
員
の
活
動
が
必
要
で
す
。

　

当
市
で
は
、
本
団
の
ほ
か
、
東
部
・
団
地
地
区
、
輪

厚
地
区
、
大
曲
地
区
、
西
の
里
地
区
の
４
つ
の
分
団
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
１
１
６
人
の
市
民
が
団
員

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
男
性
だ
け
で
な
く
、
11
人

の
女
性
団
員
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
や
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
市
の
消
防
署
職

員
と
連
携
し
て
活
動
し
ま
す
。
火
災
が
発
生
す
る
と
、

各
分
団
に
配
備
さ
れ
た
消
防
自
動
車
で
出
動
し
、
放
水

活
動
を
行
い
ま
す
。

　

平
常
時
は
災
害
に
備
え
、
訓
練
や
予
防
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
防
火
活
動
や
救
命
講
習
な
ど
、
地

域
に
密
着
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　７月に、江別の消防学校で北海道消防操法訓練大会
が実施されます。優勝して全国大会まで進みたいと、
みんな張り切っています。大会出場のためだけでなく、
地域での出動を想定しながら練習しています。
　放水訓練は、操作を少しでも誤ると水圧でけがをす
ることがあります。習熟した操作ができるように、み
んな真剣そのものです。勤務の合間の練習なので、体
力勝負で頑張っています。

第４分団（西の里）消防団の皆さん

6：007：20

高齢者が呼吸悪化の
状態との通報を受け
てすぐに出動。酸素
投与・吸引措置の後、
札幌市の病院へ搬送。

10：30

8：46

翌 2：00

仮眠室で休みます。
決まった仮眠時間は
なく、状況によって
変わります。

■問合せ　消防本部総務課（☎ 373-3100）



　

３
月
27
日
か
ら
３
日
間
の
日
程
で
、「
は
ま

な
す
杯
第
４
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜
大
会
」

が
、
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
も
、
全
国
47
都
道
府
県
の
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
約
１
０
０
０
人
の
代
表
選
手
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
す
。

   

こ
の
大
会
は
、
北
広
島
で
平
成
18
年
度
か
ら

10
年
間
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
元
年
の
「
は
ま
な
す
国
体
」
で
、
総
合
体

育
館
が
空
手
道
競
技
の
会
場
だ
っ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
が
成
功
す
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

熱
い
声
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　
　

「
形か

た

」
と
「
組く

み
て手

」
の
２
種
目
で
す
。
１

　

・

２
年
が
、
男
女
・
学
年
別
に
８
部
門
で
競
い
ま

す
。
個
人
戦
の
ほ
か
、
上
位
入
賞
者
の
得
点
で

都
道
府
県
の
順
位
が
決
ま
り
、
優
勝
し
た
都
道

府
県
に
は
、「
文
部
科
学
大
臣
旗
」
が
贈
ら
れ

ま
す
。

　

　

　「
形
」

　

想
定
す
る
多
数
の
敵
に
対
し
て
の
攻
防
の
手

順
を
、
一
つ
の
流
れ
と
し
て
表
現
す
る
演
武
で

す
。
錬
度
や
正
確
さ
、
緩
急
な
ど
の
要
素
を
総

合
的
に
競
い
ま
す
。

　

形
に
は
、「
観か
ん
く
う
だ
い

空
大
」
や
「
慈じ
お
ん恩
」、「
燕え
ん
び飛
」

　

「
抜ば
っ
さ
い
だ
い

塞
大
」
な
ど
、
演
武
の
内
容
を
表
す
名
前

が
あ
り
ま
す
。
選
手
は
、
形
名
を
元
気
よ
く
発

声
し
て
か
ら
演
武
に
入
り
ま
す
。

　
「
組
手
」

　

１
対
１
で
対
戦
し
、
１
分
30
秒
の
制
限
時
間

内
に
相
手
に
６
点
差
を
つ
け
る
と
勝
ち
に
な
り

ま
す
。
点
数
は
、
「
有
効
」
（
中
・
上
段
の
突

き
か
打
ち
）
が
１
点
、
「
技
あ
り
」
（
中
段
げ

り
な
ど
）
が
２
点
、
「
一
本
」
（
上
段
げ
り
な

ど
）
が
３
点
で
す
。
た
だ
し
、
安
全
第
一
の
観

点
か
ら
、
相
手
の
体
に
触
れ
る
前
に
攻
撃
を
止

め
る
こ
と
（
寸
止
め
）
が
大
前
提
で
す
。
違
反

す
る
と
反
則
と
な
り
、
減
点
さ
れ
ま
す
。

　　　　

昨
年
は
、
北
海
道
の
福
士
百
合
子
選
手
（
登

別
市
立
緑
陽
中
）
が
２
年
女
子
・
形
の
部
で
優

勝
、
石
塚
成
美
選
手
（
札
幌
市
立
前
田
中
）
が

１
年
女
子
・
形
の
部
で
３
位
に
入
賞
し
、
北
海

道
が
総
合
女
子
の
部
で
３
位
に
な
る
健
闘
を
見

せ
ま
し
た
。
優
勝
し
た
福
士
選
手
は
、
昨
年
11

月
に
モ
ロ
ッ
コ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
大
会
に
も

出
場
し
、
２
位
の
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

今
年
の
北
海
道
代
表
は
、
昨
年
11
月
に
総
合

体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
北
海
道
予
選
会
を
勝
ち

上
が
っ
た
24
人
で
す
。
さ
ら
な
る
活
躍
に
ご
期

待
く
だ
さ
い
。
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左から、東部中学校生徒会会計の大澤
真琴さん、会長の鹿

しかない

内志
し お り

織さん、文化
委員長の森越あすかさん。鹿内さんは、
開会式で歓迎の言葉を述べます。

私たちも
ボランィアで参加します

開
会
式　

３
月
27
日
㈯    

午
後
３
時
30
分
か
ら      

競
技
会　

３
月
28
日
㈰
・
29
日
㈪　

午
前
９
時
か
ら

会
　
場　

総
合
体
育
館　
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落
ち
着
い
た
事
務
所
で

　

高
架
を
走
る
特
急
列
車
が
ま
た
、

窓
の
向
こ
う
を
横
切
っ
て
行
っ
た
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
静
か
に
流
れ

る
事
務
所
の
中
は
、
机
の
上
に
法

律
関
係
の
書
類
が
わ
ず
か
に
あ
る

だ
け
で
、
意
外
な
ほ
ど
す
っ
き
り

し
て
い
る
。
「
書
類
が
山
積
み
の

事
務
所
は
昔
の
話
で
す
。
今
ど
き

の
事
務
所
で
は
、
法
律
や
専
門
書

は
パ
ソ
コ
ン
で
見
る
ん
で
す
よ
」

と
、優
し
い
口
調
で
話
し
始
め
た
。

　
　

代
で
司
法
試
験
に
挑
戦

　

「
大
学
進
学
の
時
、
法
学
部
へ

な
ん
と
な
く
進
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
弁
護
士
を
し
て
い
る
父
親
の

背
中
を
見
て
い
た
せ
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
」
。
司
法
試
験
へ
の
挑
戦

は
法
学
部
の
学
生
に
と
っ
て
あ
こ

が
れ
だ
っ
た
。
「
学
生
の
時
に
一

度
受
験
し
、
最
初
の
関
門
・
短
答

試
験
に
合
格
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
の
２
つ
の
試
験
は
受
験
し
ま
せ

ん
で
し
た
」
。
当
時
、
弁
護
士
に

な
る
気
は
な
か
っ
た
。

　

再
挑
戦
し
た
の
は
、
卒
業
し
て

10
年
も
経
っ
た
こ
ろ
。
弁
護
士
を

し
て
い
る
友
人
に
刺
激
さ
れ
た
。

司
法
試
験
の
勉
強
で
気
力
を
集
中

で
き
る
の
は
、
卒
業
後
１
・
２
年

と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
一

念
発
起
し
て
３
年
間
ま
じ
め
に
勉

強
し
た
。
「
１
回
で
受
か
ら
な
く

て
も
い
い
と
思
っ
て
受
験
し
た
ら
、

合
格
し
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
照

れ
く
さ
そ
う
に
笑
っ
た
。

　

地
方
に
住
む
人
の
権
利
を
守
り
た
い

　

司
法
研
修
の
時
、
弁
護
士
が
い

な
い
地
域
で
は
法
的
サ
ー
ビ
ス
が

不
十
分
で
、
泣
き
寝
入
り
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
が
い
る
事
を
知

っ
た
。

　

消
費
者
金
融
へ
の
借
金
返
済
問

題
、
架
空
請
求
、
セ
ク
ハ
ラ
―
。

近
年
多
発
し
て
い
る
社
会
問
題
は
、

都
会
だ
け
の
話
で
は
な
い
。
地
域

に
弁
護
士
が
い
な
い
か
ら
と
い
っ

て
、
住
民
が
法
の
下も

と

で
保
護
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
と
思
っ
た
。

　

弁
護
士
が
間
に
入
っ
て
話
を
聞

く
だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
が
あ
る

そ
う
だ
。　
「
多
重
債
務
者
へ
の
過

酷
な
取
り
立
て
を
や
め
さ
せ
て
、

普
通
の
生
活
を
取
り
戻
す
手
助
け

が
で
き
ま
す
」

　

新
天
地
・
北
広
島
へ

　

帯
広
で
長
年
弁
護
士
を
し
て
い

る
父
親
の
仕
事
を
、
５
年
間
手
伝

っ
た
。
親
の
地
盤
を
引
き
継
げ
ば

楽
だ
っ
た
の
だ
が
、
苦
労
し
て
で

も
自
立
し
よ
う
と
決
心
し
、
新
天

地
開
拓
の
道
を
選
ん
だ
。

　

道
内
に
は
弁
護
士
が
い
な
い
地

域
が
多
い
。
北
広
島
も
そ
の
一
つ

だ
。
自
分
の
思
い
を
達
成
で
き
る

所
だ
と
思
っ
た
。
妻
の
出
身
地
だ

っ
た
こ
と
も
決
め
た
理
由
だ
。
市

内
だ
け
で
６
万
人
、
さ
ら
に
近
隣

の
長
沼
、
恵
庭
、
千
歳
な
ど
に
も

多
く
の
人
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
。

橘
さ
ん
は
、
こ
の
地
域
で
開
業
す

る
た
だ
１
人
の
弁
護
士
に
な
っ
た
。

　

「
消
費
者
金
融
や
相
続
問
題
な
ど
、

法
律
関
係
な
ら
何
で
も
相
談
に
乗

り
ま
す
よ
。
専
門
用
語
を
分
か
り

や
す
い
言
葉
に
置
き
換
え
て
話
す

よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

み
ん
な
の
弁
護
士
に
な
り
た
い

　

橘
さ
ん
は
、
市
民
に
法
律
を
知

っ
て
ほ
し
い
と
、
市
の
消
費
生
活

相
談
や
法
律
講
座
を
引
き
受
け
て

い
る
。　
「
法
律
事
務
所
は
気
軽
に

相
談
で
き
る
と
こ
ろ
だ
と
知
っ
て

も
ら
う
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

身
近
な
ト
ラ
ブ
ル
も
法
律
上
の

問
題
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
地
域

の
相
談
役
と
し
て
、
市
民
と
交
流

し
な
が
ら
そ
れ
に
気
付
い
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
話
す
。

　

日
本
の
社
会
は
ど
ん
ど
ん
変
化

し
て
い
る
。　
「
法
律
を
知
ら
な
い

こ
と
で
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
相
談
に
乗

っ
て
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
力

に
な
り
た
い
ん
で
す
」
。
開
業
し

て
そ
ろ
そ
ろ
１
年
。
熱
い
語
り
の

中
に
も
冷
静
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

ま
ち
の
頼
れ
る
弁
護
士
さ
ん
だ
。

弁護士
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橘　功記さん
たちばな・あつのり
松葉町在住
札幌生まれの帯広育ち
弁護士がいない地域の
人々の権利を守りたい
と活動している。昨年
５月、市役所の向かい
にあるビルに事務所を
構えた。

トラブルの多くは、手に負えなくなってから弁護士へ持ち
込まれる。「初期の段階の方が、負担が少なく解決しやす
いので、早めに相談してほしい」と橘さん
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そ
し
て
、
豊
か
で
清
ら
か
な
水
の
様
子
が
、　

　

「
う
る
お
す
水
」「
水
清
く
」「
水
澄
み
た
り
」

　

「
谷
の
せ
せ
ら
ぎ
な
お
清
く
」
と
歌
わ
れ
て
い

ま
す
。
千
歳
川
や
輪
厚
川
は
も
と
よ
り
、
名
前

も
知
ら
な
い
よ
う
な
小
さ
な
小
川
が
北
広
島
に

は
多
く
あ
り
ま
す
。
森
林
を
散
歩
す
る
と
、
よ

く
出
会
う
湿
地
で
は
、
春
に
な
る
と
か
れ
ん
な

水
芭
蕉
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
内
の
校
歌
は
、
昭＊

和
26
年
か
ら
平
成
４
年

に
か
け
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
時
代
と
共
に
言
葉

使
い
は
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
わ
が
ま
ち
北
広

島
の
美
し
い
自
然
を
歌
詞
に
綴
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

受
け
継
が
れ

て
き
た
校
歌
に

歌
わ
れ
て
い
る

自
然
を
、
次
の

時
代
の
子
ど
も

た
ち
に
も
残
し

て
い
け
る
よ
う

に
守
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
。
そ

の
思
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

緑陽中学校２年

神
じ ん の

野祐
ゆうす け

輔さん
（生徒会長）

まめ記者
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校
歌
を
覚
え
て
い
ま
す
か
。
長
く
受
け
継

が
れ
て
い
く
歌
の
中
に
は
、
思
い
出
と
共
に

ふ
る
さ
と
を
振
り
返
る
財
産
が
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。 

　

市
内
の
小
・
中
学
校
の
校
歌
の
歌
詞
を
調

べ
て
み
る
と
、
森
林
や
公
園
が
多
い
わ
が
ま

ち
に
に
ふ
さ
わ
し
く
、
豊
か
な
自
然
を
表
現

し
た
も
の
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

「
光
あ
ふ
れ
―
、
小
鳥
さ
え
ず
る
―
緑
の
森
」

「
風
か
お
る
｜
緑
の
丘
」
「
み
ど
り
の
風
」

「
光
り
輝
く
｜
緑
の
原
」
「
木
々
が
豊
か
な

｜
緑
の
大
地
」
。
多
く
の
学
校
で
「
緑
」
が

歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
山
」
も

多
く
登
場
し
ま
す
。

　

「
山や

ま
な
み脈

は
る
か
」「
山

並
み
と
お
く
」「
遠

く
に
見
え
る
山
」
。

学
校
に
よ
っ
て
歌
わ

れ
て
い
る
山
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
恵
庭

岳
や
樽
前
山
、
藻
岩

山
、
夕
張
岳
な
ど
、

山
に
囲
ま
れ
た
風
景

が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

間伐材を使って木工体験

南の里から樽前山を望む

南の里緑地。きれいな水がある湿地では水芭蕉が生息する

＊昭和26年､ 東部小学校で開校60周年を記念し、市内で最初の校歌が作られました。



〈
全
体
・
概
念
〉

●
時
代
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
耐
久

性
が
あ
り
安
価
で
、
周
辺
市
街
地
と
の
調

和
を
考
慮
し
た
庁
舎
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
仕
事
場
と
し

て
の
機
能
を
最
優
先
に
考
え
、
多
様
な
市

民
の
要
求
を
入
れ
す
ぎ
て
中
途
半
端
な
も

の
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
４
・
５
階
建
て
が
望
ま
し
い
で
す
。
屋

上
で
太
陽
発
電
パ
ネ
ル
の
面
積
を
広
く
確

保
す
る
た
め
に
も
、
低
層
階
構
造
が
良
い

で
す
。
耐
震
性
や
経
済
性
に
も
優
れ
て
い

●
基
金
の
範
囲
内
で
で
き
な
い
の
な
ら
、

建
設
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
全
国
的
に
公
共
事
業
が
縮
小
傾
向
に
あ

る
中
で
、
10
数
億
円
も
掛
け
て
建
設
す
る

こ
と
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。
１
世
帯

当
た
り
５
万
円
近
い
費
用
を
負
担
す
る
な

ら
、
水
道
料
の
引
き
下
げ
な
ど
を
検
討
し

　市役所庁舎建設と地域子育て支援センター開設、次世代育成支援後期行動計画についての意見
の募集が終了しました。意見・提案の一部と、それに対する市の考えをお知らせします。
　寄せられた意見と市の考え方は、市役所の担当課と各出張所、団地住民センター、エルフィン
パーク、中央公民館、図書館、夢プラザ、市のホームページ「ご意見・パブリックコメント等→
パブリックコメント手続き」からご覧になれます。

ま
す
。

●
建
設
費
用
や
保
守
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
災

害
対
応
の
面
か
ら
、
ま
た
、
職
員
も
階
段

を
使
用
し
て
昇
降
で
き
る
３
・
４
階
程
度

の
低
層
が
望
ま
し
い
で
す
。

〈
省
エ
ネ
対
策
〉

●
屋
上
に
太
陽
光
発
電
装
置
を
設
置
し
、

庁
舎
全
体
の
電
気
を
賄
え
る
よ
う
に
で
き

れ
ば
理
想
的
で
す
。

●
自
然
光
を
最
大
限
取
り
入
れ
ら
れ
る
構

造
に
し
、
電
力
消
費
量
30
％
程
度
の
削
減

を
目
指
す
べ
き
で
す
。

●
壁
面
の
採
光
ガ
ラ
ス
や
、太
陽
光
発
電
、

地＊
１

中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
な
ど
の
設
置
も
、

新
築
時
か
ら
の
設
計
で
あ
れ
ば
安
価
に
で

き
る
し
、冬
期
暖
房
に
も
対
応
可
能
で
す
。

検
討
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

●
Ｌ＊
２

Ｅ
Ｄ
照
明
に
す
る
ほ
か
、
地
中
熱
を

活
用
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
で
す
。

〈
デ
ザ
イ
ン
〉

●
第
３
庁
舎
と
一
体
性
が
あ
っ
て
、
凹
凸

が
な
く
直
線
的
で
シ
ン
プ
ル
な
も
の
が
良

い
で
す
。
単
純
な
方
が
飽
き
も
来
な
い
し

耐
久
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
清
掃
や
修

繕
な
ど
の
管
理
も
安
価
で
で
き
ま
す
。
少

し
物
足
り
な
い
く
ら
い
の
質
実
剛
健
型
の

設
計
を
追
求
す
べ
き
で
す
。

●
経
費
の
面
か
ら
、
外
観
や
空
間
、
内
装

が
ぜ
い
た
く
な
も
の
は
好
ま
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。

〈
執
務
ス
ペ
ー
ス
・
機
能
な
ど
〉

●
議
場
は
多
目
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に

て
ほ
し
い
で
す
。

●
老
朽
化
、
非
機
能
性
、
ま
ち
づ
く
り
な

ど
の
観
点
か
ら
必
要
で
す
。
早
急
に
取
り

組
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
ま
ず
「
建
設
あ
り
き
」
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
な
ぜ
庁
舎
建
設
を
優
先
す
る
の
で
し

ょ
う
か
。
機
能
低
下
は
修
繕
で
防
ぐ
べ
き

で
す
。
そ
も
そ
も
地
震
の
確
率
は
低
い
で

す
。
新
庁
舎
の
建
設
は
、
ほ
か
の
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
と
の
比
較
の
中
で
検
討
さ
れ
る

べ
き
で
す
。

●
新
庁
舎
は
機
能
面
か
ら
見
て
も
必
要
で

し
ょ
う
。

●
新
庁
舎
建
設
を
否
定
は
し
ま
せ
ん
が
、

華
美
・
過
大
に
な
ら
ず
、
財
政
負
担
を
で

き
る
限
り
軽
く
し
た
上
で
、
満
足
の
い
く

市
民
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
も
の
に
し
て
く

だ
さ
い
。将
来
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、

十
分
な
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

８
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
意
見
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

●市役所庁舎建設について

●地域子育て支援センター開設について

●次世代育成支援後期行動計画について

本紙平成21年11月１日号などに掲載

１月１日号などに掲載

１月１日号などに掲載
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●
所
在
地
の
綱
引
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

現
在
地
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
い
ま
す
。

●
周
辺
の
民
有
地
も
視
野
に
入
れ
た
市
街

地
再
開
発
を
す
べ
き
で
す
。

●
市
内
の
再
開
発
の
あ
り
方
を
考
え
る
と

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
横
が
望
ま
し
い
で
す
が
、

土
地
の
取
得
費
と
第
３
庁
舎
の
活
用
を
考

慮
す
る
と
、
原
案
（
現
在
地
）
が
適
当
だ

と
考
え
ま
す
。

●
駐
車
場
が
確
保
さ
れ
、
交
通
機
関
の
利

便
が
あ
れ
ば
良
い
で
す
。
現
庁
舎
跡
で
条

件
が
確
保
さ
れ
る
な
ら
最
善
で
す
。

●
現
庁
舎
の
位
置
で
妥
当
と
考
え
ま
す
。

地
盤
強
度
や
南
側
に
あ
る
傾
斜
地
の
が
け

崩
れ
な
ど
へ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
が
必

要
で
す
。

し
て
く
だ
さ
い
。

●
事
務
処
理
の
時
間
短
縮
と
経
費
削
減
の

た
め
、
窓
口
は
ワ＊

３

ン
ス
ト
ッ
プ
化
す
る
べ

き
で
す
。

●
市
長
室
は
個
室
で
な
く
て
も
良
い
と
思

い
ま
す
。

●
公
用
車
は
軽
自
動
車
に
し
、
車
庫
は
２

階
建
て
に
す
る
と
ス
ペ
ー
ス
が
節
約
で
き

ま
す
。

●
女
性
や
高
齢
者
が
多
く
利
用
す
る
部
署

に
は
、
お
む
つ
の
取
り
換
え
や
休
息
、
談

話
が
で
き
る
場
所
が
あ
る
と
良
い
で
す
。

ガ
ラ
ス
張
り
を
多
く
し
、
み
ん
な
が
助
け

合
え
る
、
親
し
み
や
す
い
庁
舎
に
し
て
ほ

し
い
で
す
。

●
併
設
に
は
反
対
で
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー

は
、
団
地
内
の
小
学
校
跡
施
設
を
利
用
し

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

●
保
健
セ
ン
タ
ー
と
中
央
会
館
は
現
在
の

第
３
庁
舎
に
集
約
し
、
市
役
所
機
能
と
市

議
会
、
教
育
委
員
会
は
新
庁
舎
に
集
約
す

べ
き
で
す
。

●
市
民
と
市
職
員
が
新
庁
舎
の
適
正
な
使

用
と
保
護
に
配
慮
し
、
美
観
を
保
ち
、
修

繕
費
を
抑
え
る
た
め
の
条
例
を
制
定
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

●
直
営
方
式
以
外
は
中
身
が
複
雑
で
、
た

だ
関
係
営
利
企
業
の
利
益
追
求
に
加
担
さ

せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
一
番

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
、
単
独
判
断
・
自
由

裁
量
が
で
き
る
直
営
方
式
で
進
め
る
べ
き

で
す
。

●
事
業
方
式
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
と
リ＊

５

ー
ス

方
式
の
費
用
の
比
較
が
必
要
で
す
。ま
た
、

事
業
期
間
や
事
務
手
続
き
に
つ
い
て
も
今

後
さ
ら
に
十
分
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
事
業
者
決
定
は
コ＊

６

ン
ペ
方
式
が
望
ま

し
い
で
す
。

●
低
金
利
の
今
が
借
り
入
れ
の
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
市
債
で
の
実
施
が
可
能
な
ら
、
金

融
機
関
か
ら
の
借
入
利
息
よ
り
も
さ
ら
に

低
利
で
資
金
を
調
達
で
き
ま
す
。

●
Ｐ＊
４

Ｆ
Ｉ
方
式
な
ど
、
民
間
資
金
の
活
用

は
不
可
欠
で
す
。
複
数
の
企
業
体
に
よ
る

長
期
契
約
が
望
ま
し
い
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
は
、
建
設
そ
の
も
の
よ

り
も
財
政
的
な
裏
付
け
や
資
金
計
画
を
心

配
し
て
い
る
実
態
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
建
設
に
際
し
て
は
、
豪
華
さ
や
デ

ザ
イ
ン
性
よ
り
も
、
安
全
で
長
持
ち
す
る

庁
舎
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
建

設
手
法
は
意
見
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
市
全
体
の
財
政
状
況
を
考
慮
し
て
最

も
有
効
な
方
法
を
採
用
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

市
庁
舎
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
必

要
な
施
設
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
建
物

は
永
久
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
か
は
建

て
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が
来
ま
す
。

　

今
回
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
具
体
的

な
要
望
や
ア
イ
デ
ア
、
課
題
を
数
多
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。
新
庁
舎
の
建
設
に
向
け

た
検
討
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
寄
せ

ら
れ
た
意
見
な
ど
を
参
考
に
さ
ら
に
検
討

を
進
め
、
方
向
性
を
出
し
て
い
き
ま
す
。

＊
４　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
…
公
共
事
業
に
お
い

て
、
民
間
事
業
者
の
資
金
・
経
営
能
力
・

技
術
を
活
用
し
て
、
よ
り
効
率
的
・
効
果

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
調
達
す
る
方
式
。
初
期

投
資
が
抑
制
で
き
る
。

＊
５　

リ
ー
ス
方
式
…
民
間
活
用
の
利
点

は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
と
同
じ
だ
が
、
事
前
の
総

合
評
価
が
な
い
点
が
異
な
る
。
時
間
短
縮

と
経
費
削
減
が
で
き
る
。

＊
６　

コ
ン
ペ
方
式
…
建
築
設
計
に
お
い

て
、
複
数
の
設
計
者
な
ど
か
ら
案
を
出
し

て
も
ら
い
、
優
れ
た
も
の
を
選
ぶ
方
式
。

＊
１　

地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
…
地
中
深

く
に
パ
イ
プ
を
通
し
、
そ
の
熱
を
利
用
す

る
こ
と
。
地
中
は
１
年
中
気
温
が
一
定
な

の
で
、
冬
は
暖
か
く
、
夏
は
涼
し
い
。

＊
２　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
…
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

と
呼
ば
れ
る
半
導
体
を
使
っ
た
照
明
。
蛍

光
灯
よ
り
も
明
る
く
、
長
持
ち
す
る
。

＊
３　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
…
複
数
カ
所
に

ま
た
が
る
手
続
き
を
、
１
カ
所
の
窓
口
で

済
ま
せ
ら
れ
る
よ
う
ま
と
め
る
こ
と
。

●
事
務
机
や
会
議
机
は
、
既
存
の
も
の
を

点
検
・
調
整
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
を
検

討
す
べ
き
で
す
。

●
仮
庁
舎
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
学
校
の
廃

校
舎
を
利
用
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
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意
見
を
検
討
し
た
結
果
、
削
除
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
に
は
分
か
り
や
す
い
名
称
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

　

必
要
な
事
業
と
し
て
検
討
し
ま
す
。

　

本
計
画
は
、
次
世
代
育
成
の
た
め
に

子
育
て
支
援
を
中
心
と
し
た
施
策
を
ま

と
め
る
も
の
で
す
。
子
ど
も
へ
の
教
育

を
主
眼
と
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

意
見
の
趣
旨
は
教
育
行
政
の
参
考
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

後
期
行
動
計
画
で
は
、
児
童
館
を
新

規
に
１
カ
所
整
備
す
る
計
画
と
し
て
い

ま
す
。
設
置
す
る
地
区
は
、
今
後
さ
ま

ざ
ま
な
条
件
な
ど
を
検
討
し
て
決
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

小
児
科
は
市
内
に
複
数
あ
り
ま
す
が
、

産
婦
人
科
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
師
会
と

協
力
し
て
、
産
婦
人
科
の
誘
致
を
進
め

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
医
師
の
数
が
少

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
時
間
を
要
す
る

課
題
と
考
え
ま
す
。

　

本
計
画
の
理
念
で
の
命
は
人
の
命
、

中
で
も
子
ど
も
の
命
を
指
し
て
い
ま
す
。

意
見
を
取
り
入
れ
た
場
合
、
計
画
に
お

け
る
推
進
事
業
と
の
整
合
性
が
取
れ
な

い
と
考
え
ま
す
。

●
基
本
理
念
の
一
つ
に
、
「
す
べ
て
の
人

が
命
の
大
切
さ
を
感
じ
る
環
境
づ
く
り
」

と
あ
り
ま
す
が
、
私
は
人
だ
け
で
な
く
、

「
す
べ
て
の
命
あ
る
も
の
の
大
切
さ
を
感

じ
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
」
を
希

望
し
ま
す
。

　

６
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
意
見
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

●
基
本
理
念
の
基
本
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
抽
象

的
で
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
分
か
り
ま

せ
ん
。

●
計
画
の
名
称
が
、
見
聞
き
し
た
だ
け
で

は
誰
の
た
め
の
ど
ん
な
計
画
な
の
か
が
伝

わ
り
に
く
く
、
関
心
を
持
と
う
と
す
る
気

持
ち
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
産
婦
人
科
と
小
児
科
の
誘
致
を
行
う
べ

き
で
す
。

　

提
案
の
健
診
を
行
う
こ
と
は
困
難
と

考
え
て
い
ま
す
。
地
域
子
育
て
セ
ン
タ

ー
内
で
行
う
育
児
相
談
に
つ
い
て
は
、

必
要
が
あ
れ
ば
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
で
、
新

た
に
発
育
健
診
（
１
歳
６
カ
月
〜
３
歳
）

を
実
施
し
、
そ
の
健
診
に
は
こ
ど
も
発
達

　

こ
れ
ま
で
も
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
は
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
継
続

し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

●
子
育
て
中
の
親
の
声
を
聞
き
取
る
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
を
検
討
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

絵
本
な
ど
を
そ
ろ
え
ま
す
が
、
原
則

と
し
て
貸
し
出
し
は
行
い
ま
せ
ん
。
図

書
館
な
ど
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
絵
本
や
一
般
書
の
貸
し
出
し
を
実
施
し

て
ほ
し
い
で
す
。

●
な
る
べ
く
早
く
、
共
栄
地
区
に
児
童
館

を
開
設
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

●
緊
急
時
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
と
し
て
病
児
・

病
後
児
保
育
の
実
施
に
向
け
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

　

子
ど
も
110
番
の
家
や
自
主
防
犯
活
動

の
推
進
な
ど
の
事
業
は
、
計
画
に
記
載

し
て
い
ま
す
。
意
見
の
趣
旨
は
参
考
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
子
ど
も
を
犯
罪
な
ど
か
ら
守
る
た
め
、

子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

施
を
盛
り
込
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

　

平
成
19
年
か
ら
、
教
育
委
員
会
に
専

任
の
司
書
を
配
置
し
た
学
校
図
書
セ
ン

タ
ー
を
設
け
、
図
書
の
管
理
・
相
談
業

務
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
学
校
図
書
室

の
司
書
業
務
は
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
機
能

の
維
持
・
拡
大
に
よ
っ
て
対
応
し
ま
す
。

●
小
・
中
学
校
の
図
書
室
に
、
専
任
の
司

書
を
配
置
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

５
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
意
見
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
、
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象
に
、

保
育
園
で
の
体
験
学
習
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

●
学
生
の
こ
ろ
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も

に
触
れ
合
う
体
験
の
機
会
を
作
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

　

す
み
れ
保
育
園
と
西
の
里
き
ら
き
ら

保
育
園
の
一
時
預
か
り
事
業
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

●
私
的
な
理
由
で
の
一
時
預
か
り
事
業
を

行
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

●
全
体
的
に
、
子
ど
も
に
も
分
か
り
や
す

い
目
標
が
な
い
。
例
え
ば
「
あ
い
さ
つ
を

交
わ
そ
う
」
や
「
高
齢
者
に
手
を
差
し
伸

べ
よ
う
」
な
ど
に
し
て
、
小
さ
い
こ
ろ
か

ら
実
践
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
市
で
は
、
子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も

の
権
利
保
障
を
、
基
本
理
念
に
明
記
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
権
利
条
例
は
、
制
定
に
向

け
て
検
討
し
て
い
る
段
階
で
す
。
本
計

画
の
基
本
理
念
に
、
子
ど
も
の
権
利
保

障
を
盛
り
込
む
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

支
援
セ
ン
タ
ー
の
指
導
員
に
よ
る
相
談
を

加
え
て
ほ
し
い
で
す
。

　　　　　〈市役所庁舎建設について〉危機管理担当（☎ 372-3311 内線 868）
■問合せ　〈地域子育て支援センターについて〉児童家庭課（☎ 372-3311 内線 779）
　　　　　〈次世代育成支援後期行動計画について〉児童家庭課（☎ 372-3311 内線 814）
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自
転
車
を
保
管
し
て
い
ま
す

　

駅
東
口
自
転
車
駐
車
場
と
駅
西
口
自

転
車
駐
車
場
、
メ
イ
プ
ル
通
自
転
車
置

場
、
栄

さ
か
え
り
っ
き
ょ
う

陸
橋
自
転
車
置
場
に
長
期
間
駐

車
・
放
置
さ
れ
て
い
た
自
転
車
を
保
管

し
て
い
ま
す
。心
当
た
り
が
あ
る
方
は
、

各
自
転
車
駐
車
場
で
確
認
し
、
３
月
13

 3MARCH

大曲ふれあいプラザ　 376-4599
 （大曲工業団地７丁目3-1）

＊本紙に掲載している申し込みが必要な事業で、特に指定がない場合は、
本紙発行日以降、各施設の最初の開庁・開館日からの受け付けです。
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日
ま
で
に
引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
引

き
取
ら
れ
な
い
自
転
車
は
処
分
し
ま
す
。

　

自
転
車
駐
車
場
と
自
転
車
置
場
は
、

４
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
利
用
で

き
ま
す
。

問
合
せ　

土
木
事
務
所
（
内
線
７
５
７
）

　

高
等
学
校
等
入
学
準
備
金

　

高
校
な
ど
に
入
学
す
る
生
徒
に
入
学

準
備
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
市
立
中
学

校
を
卒
業
し
、
平
成
22
年
度
に
高
校
な

ど
に
入
学
す
る
次
の
方

●
平
成
21
年
度
に
就
学
援
助
を
受
け
て

い
た
世
帯
か
生
活
保
護
世
帯
の
方
で
、

高
校
な
ど
へ
入
学
す
る
方

●
平
成
21
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
か

均
等
割
だ
け
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯
で
、

私
立
高
校
な
ど
へ
入
学
す
る
方

支
給
額　

２
万
円

＊
申
込
書
は
市
教
委
管
理
課
（
内
線
８

９
４
）
か
各
中
学
校
に
あ
り
ま
す
。

申
込
み　

３
月
25
日
ま
で
に
直
接
、
各

中
学
校

　

名
称
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
、
石
狩
支
庁
は
「
石

生
活

相
談

募
集

保
健

催
し

子
育
て

ふ
れ
あ
い

⑬

狩
振
興
局
」
に
変
わ
り
ま
す
。
所
在
地

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

広
域
で
行
う
こ
と
で
効
率
が
上
が
る

事
務
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
３
年
間
か

け
て　
「
空
知
総
合
振
興
局
（
岩
見
沢
市
）」

へ
移
行
す
る
予
定
で
す
。

問
合
せ　

北
海
道
支
庁
制
度
改
革
グ
ル

ー
プ
（
☎
204
〜
５
１
５
９
）

　

農
業
委
員
が
代
わ
り
ま
し
た

　

２
月
８
日
付
け
で
、
市
農
業
委
員
の

う
ち
土
地
改
良
区
推
薦
の
委
員
が
代
わ

り
ま
し
た
。

新
委
員　

高
嶋
浩
一
さ
ん

問
合
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
内
線

８
６
３
）

　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
か
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
中
学
生
以
上
の
方

日
時　

３
月
19
日
㈮　

午
前
９
時
〜
正
午

会
場　

消
防
本
部
防
災
研
修
室

内
容　

基
礎
的
な
応
急
手
当
て
の
講
習

定
員　

先
着
30
人

申
込
み　

３
月
12
日
ま
で
に
市
消
防
署

（
☎
373
〜
２
３
２
２
、氏
名
・
生
年
月
日
・

連
絡
先
を
記
入
し
て
FAX

　

373
〜
６
２
３
０
）

地域の宝を活
い

かしたまちづくり これからの北広島のまちづくり

村山紀昭さん（札幌国際大学学長、市長期
総合計画審議会会長）

●稲田保子さん（蕎
そ ば

麦居酒屋「山海亭」女
お

　将
かみ

、ＦＭメイプルパーソナリティー）
●久保田智さん（よりづか☆ちょいスポ倶

く

　楽
ら ぶ

部統括クラブマネージャー）
●林美香子さん
●上野正三市長

林美香子さん（キャスター、エコライフジ
ャーナリスト、慶應義塾大学大学院教授）

林美香子さん

３月９日までに氏名と電話番号を記入し、ファクスか電子メール、電話で総合計画課（内
線7 8 6・FAX 372ｰ3850・電子メールsoukei@city.kitahiroshima.lg.jp）

札幌市出身。北海道大学農
学部卒業後、札幌テレビ放
送アナウンサーを経て独立。
農業や環境などのフォーラ
ムで、パネリスト・講師・
コーディネーターとして活躍。

午後６時～８時30分　芸術文化ホール活動室３月11日㈭

＊講演終了後、パネルディスカッションまでの
間は、ピアノ演奏をお楽しみください。

託児、手話通訳があります。希望
する方は申込時に伝えてください。
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母
子
寡
婦
福
祉
資
金

　

道
で
は
、
母
子
家
庭
や
寡
婦
家
庭
に

対
し
、
福
祉
資
金
（
低
利
か
無
利
子
）

を
貸
し
て
い
ま
す
。
新
年
度
分
を
募
集

し
ま
す
。

＊
ほ
か
に
、
修
業
・
事
業
開
始
・
事
業

継
続
・
住
宅
・
転
宅
・
療
養
・
生
活
・

結
婚
資
金
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
み　

就
学
・
就
職
支
度
資
金
は
３

月
25
日
ま
で
に
、
修
学
資
金
は
４
月
９

日
ま
で
に
、
児
童
家
庭
課
（
内
線
７
８
９
）

　

市

奨

学

生

　

高
校
な
ど
へ
就
学
を
希
望
し
な
が
ら
、

経
済
上
の
理
由
で
就
学
が
困
難
な
生
徒

に
学
費
を
援
助
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
市
立
中
学

校
を
卒
業
し
、
高
校
な
ど
に
入
学
見
込

み
か
在
学
し
て
い
て
、
か
つ
学
業
が
優

秀
（
平
均
評
定
が
３
程
度
以
上
）　

、
心

身
と
も
に
健
康
で
、
学
費
の
支
払
い
が

困
難
な
方

＊
市
奨
学
生
選
考
委
員
会
で
選
考
し
ま
す
。

支
給
額　

月
額
５
０
０
０
円

＊
申
込
書
は
申
込
先
と
市
役
所
各
出
張

所
に
あ
り
ま
す
。
手
続
き
は
毎
年
必
要

で
す
。

申
込
み　

３
月
25
日
ま
で
に
、
入
学
見

込
み
の
方
は
卒
業
し
た
中
学
校
、
高
校

な
ど
に
在
学
中
の
方
は
市
教
委
管
理
課

　

（
内
線
８
９
４
）

ひ
と
り
親
家
庭

　

日
常
生
活
支
援

対
象　

ひ
と
り
親
（
母
子
・
父
子
）
家

庭
の
母
か
父
が
、
病
気
・
看
護
・
事
故

な
ど
で
支
援
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

か
、
ひ
と
り
親
に
な
っ
て
か
ら
６
カ
月

以
内
で
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
方

利
用
日
数　

５
日
以
内
（
１
日
８
時
間

以
内
）

内
容　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、

食
事
の
世
話
や
住
居
の
清
掃
、
生
活
必

需
品
の
買
い
物
な
ど
を
支
援

利
用
料
金　

１
時
間
３
０
０
円
（
児
童

扶
養
手
当
支
給
水
準
世
帯
は
１
５
０
円
、

生
活
保
護
・
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
無

料
）
と
交
通
費

問
合
せ　

児
童
家
庭
課
（
内
線
８
１
４
）

　

樹
木
・
花
苗
な
ど
の
配
付

　

市
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、
樹
木
や

花
で
街
並
み
を
飾
ろ
う
と
す
る
自
治
会
・

町
内
会
な
ど
に
、
緑
の
募
金
を
活
用
し

て
樹
木
や
花
苗
な
ど
を
配
布
し
ま
す
。

条
件　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と

◦
自
治
会
・
町
内
会
な
ど
の
団
体
で
あ
る

◦
公
共
的
な
場
所
に
植
え
る

◦
植
栽
後
の
管
理
を
実
施
団
体
が
行
う

申
込
み　

３
月
26
日
ま
で
に
都
市
整
備

課
（
内
線
７
７
８
）

段
ボ
ー
ル
箱
を
使
っ
た

　

生
ご
み
堆た

い

ひ肥
化
経
験
交
流
会

　

成
功
の
こ・

・つ
や
失
敗
の
経
験
な
ど
、

情
報
交
換
し
ま
せ
ん
か
。
で
き
た
堆
肥

の
持
ち
込
み
も
歓
迎
し
ま
す
。
経
験
が

な
い
方
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
10
日
㈬　

午
後
１
時
30
分

か
ら

会
場　

中
央
公
民
館

講
師　

環
境
市
民
の
会
会
員　
　

問
合
せ　

廃
棄
物
対
策
課
（
内
線
６
０
６
）

　

市
税
・
料
金
が

　
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
ま
す

　

４
月
か
ら
、
市
税
や
保
育
料
な
ど
が

コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
全
国
４
万
店
舗
以
上
で
、
休
日

や
夜
間
も
納
付
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で

ど
お
り
金
融
機
関
や
市
役
所
窓
口
も
利

用
で
き
ま
す
。

対
象
の
市
税
・
料
金　

市
・
道
民
税
、

固
定
資
産
税
（
都
市
計
画
税
）　

、
軽
自

動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
、
保
育
料
、
学
童
保

育
料
、
市
営
住
宅
使
用
料
、
市
営
住
宅

⑭

資金名 貸付限度額 償還期間利率

就学支
度資金

学校・公私立別
３９，５００円～

590,000円
２０年以内　（専
修学校の場合
は５年以内）。
無利子

修学資金
学校・学年別 

（月額）
18,000円～

64,000円

就職支
度資金 １００，０００ 円

６年以内。保
証人を立てな
い場合は年利
１.5％
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駐
車
場
使
用
料

利
用
可
能
な
店
舗　

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
、
ス
パ
ー
（
北
海
道

だ
け
）　

、ロ
ー
ソ
ン
、サ
ン
ク
ス
、フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
ほ
か

コ
ン
ビ
ニ
利
用
時
の
注
意
事
項　

●
レ
ジ
で
は
納
付
書
の
内
容
は
確
認
し

ま
せ
ん
。
期
別
・
納
期
の
順
番
を
確
認

し
、
納
め
る
分
の
納
付
書
だ
け
を
出
し

て
く
だ
さ
い

●
領
収
書
の
ほ
か
に
レ
シ
ー
ト
が
渡
さ

れ
ま
す
。
ど
ち
ら
も
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い

＊
次
の
納
付
書
は
コ
ン
ビ
に
で
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。　

●
バ
ー
コ
ー
ド
の
印

字
が
な
い　

　

●
コ
ン
ビ
ニ
で
の
使
用
期

限
を
過
ぎ
て
い
る　

●
バ
ー
コ
ー
ド
部

分
が
汚
損
し
て
い
る　

●
１
件
が
30
万

円
を
超
え
て
い
る　

●
金
額
を
訂
正
し

て
い
る

問
合
せ　

納
税
課
（
内
線
６
７
０
）

　

知
っ
て
得
す
る
法
律
講
座

日
時　

３
月
18
日
㈭　

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

会
場　

中
央
会
館
（
市
役
所
隣
）

内
容　

離
婚
や
相
続
な
ど
、
身
近
な
法

律
の
問
題
に
つ
い
て

講
師　

た
ち
ば
な
法
律
事
務
所
弁
護
士

橘た
ち
ば
な
あ
つ
の
り

功
記
さ
ん

定
員　

先
着
30
人

＊
１
歳
以
上
の
子
を
対
象
に
、
託
児
が

あ
り
ま
す
。申
込
時
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

３
月
11
日
ま
で
に
市
民
生
活

課
（
内
線
７
１
６
）

生
活

相
談

募
集

保
健

催
し

子
育
て

ふ
れ
あ
い

⑮

　農地法が改正され、
標準小作料制度が廃止
されました。
　賃借料を決定する際
の目安としてください。

■問合せ　
農業委員会事務局（内線863）

地域名 平均額 最高額 最低額 データ数
北の里・共栄・東の里・
富ケ岡・中の沢・南の里

11,000 12,000 10,000 4

市平均 11,000 12,000 10,000 計 4

地域名 平均額 最高額 最低額 データ数
北の里・共栄・東の里・
富ケ岡・中の沢・南の里

8,900 11,000 3,500 18

島松・三島 9,800 13,000 4,000 10
市平均 9,400 13,000 3,500 計 28

地域名 平均額 最高額 最低額 データ数
北の里・共栄・東の里・
富ケ岡・中の沢・南の里・
西の里の一部

8,100 10,000 5,000 25

輪厚・島松 9,200 12,000 6,600 29
大曲・仁別・西の里の一部 9,500 10,000 8,000 14
市平均 8,400 12,000 5,000 計 68

＊産地づくり対策交付
金対象の転作田の賃借
料は10,000円です。
＊データ数は、筆数の
集計です。
＊金額は四捨五入して
います。
＊平均額は、各区分の
平均値をデータ数によ
り加重平均した値です。

＊集計期間は平成20年１月～12月です。

田（水稲）

田（牧草・転作田）

畑（普通畑・野菜畑）

犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
（
素
案
）

　

本
紙
12
月
１
日
号
な
ど
で
、
「
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
計

画
（
素
案
）
」
に
つ
い
て
意
見
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
１
件
の

意
見
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
「
地
域
に
ど
の
よ
う
な
問
題
点
や
犯
罪
発
生
の

要
素
が
あ
る
の
か
、
関
係
機
関
な
ど
と
合
同
で
防
犯
診
断
を
行
い
、
把
握
す
る
こ
と

が
必
要
で
す

　

」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
地
域
の
安
全
対
策
を
推
進
し
て
い
く
上
で
参

考
に
し
ま
す
。

＊
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
市
の
考
え
方
の
詳
し
い
内
容
は
、市
民
生
活
課
と
各
出
張
所
、

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー
、
エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
、
図
書
館
、
中
央
公
民
館
、
夢
プ
ラ
ザ
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
問
合
せ　

市
民
生
活
課
（
内
線
６
９
６
）

意見の募集は終了しました

      額はすべて 10ａ当たり、単位：円／年

北広島市役所
（代表）



職種・募集人数 ①対象　（年齢は４月１日現在）　②勤務場所　③業務内容　
④採用期間　⑤勤務時間　⑥休日

⑦報酬（賃金）　　
⑧社会保険等

⑨申込期限　⑩必要書
類　⑪提出先・問合せ

一般事務
＝２人

①市内にお住まいでパソコンの操作（ワードやエクセル）ができる
60歳以下の方　③水道料金の窓口業務、電話対応など　④４月１日
～平成23年３月31日　⑤午前８時45分～午後３時15分と午前10時45
分～午後５時15分の交互の勤務　⑥土・日曜、祝日、年末年始

⑦月額12万6600円と通
勤手当　⑧健康保険、
厚生年金、雇用保険に
加入

⑨３月５日　⑩履歴書
　（写真付き）　　⑪業務
課　（内線85 6）

就労支援
＝１人

①ハローワークなどで就労支援の業務経験があり、普通自動車運転
免許をお持ちの65歳未満の方　③生活保護受給者への就労指導、ハ
ローワークへの同行などの就労支援　④４月１日～平成23年３月31
日　⑤午前９時～午後３時30分　⑥土・日曜、祝日、年末年始

⑦月額13万6800円　（予
定）と通勤手当、加算
額　（年２回）　　⑧健康
保険、厚生年金、雇用
保険に加入

⑨３月10日　⑩履歴書
　（写真付き）　　⑪福祉
課　（内線804）

廃棄物指
導パトロ
ール員
＝１人

①市内にお住まいで普通自動車運転免許をお持ちの、パソコンの操
作　（ワードやエクセル）ができる60歳以下の方　③廃棄物の適正排
出指導や不法投棄の指導・パト－ロール　④４月１日～平成23年３
月31日　⑤午前８時45分～午後３時15分　⑥土・日曜、祝日、年末年始

⑦月額13万6800円と通
勤手当、加算額（年２
回）　　⑧健康保険、厚
生年金、雇用保険に加入

⑨３月10日　⑩履歴書
　（写真付き）　　⑪廃棄
物対策課（内線8 2 6）

介護給付
費請求の
点検事務
＝１人

①市内にお住まいで医療事務従事者の資格と、ケアクラークの技能
認定を受けているか介護報酬請求の事務経験がある60歳以下の方　
③介護給付費請求の点検事務　④４月１日～平成23年３月31日　⑤
午前９時～午後３時30分　⑥土・日曜、祝日、年末年始　　　

⑦月額13万1600円と通
勤手当、加算額（年２
回）　　⑧健康保険、厚
生年金、雇用保険に加入

⑨３月10日　⑩履歴書
　（写真付き）と資格証
明書の写し　⑪高齢者
支援課（内線818）

療育指導員
＝１人

①臨床（発達）心理士の資格か保育士資格、特別支援学校（養護学校）
教諭免許をお持ちで60歳以下の方　②こども発達支援センター（福
祉センター内）　　③療育指導と相談業務など　④４月１日～平成23
年３月31日　⑤週５日　（週28時間45分以内）　⑥土・日曜、祝日、年
末年始

⑦月額14万1100円と通
勤手当、加算額（年２
回）　　⑧健康保険、厚
生年金、雇用保険に加入

⑨３月10日　⑩履歴書
　（写真付き）と資格証
明書の写し　⑪こども
発達支援センター（☎
372ｰ1650）

保健師
＝１人

①保健師の資格と普通自動車運転免許をお持ちの方　③高齢者の介
護予防業務など　④４月１日～平成23年３月31日　⑤週４日（週28
時間45分以内）　　⑥土・日曜、祝日、年末年始

⑦月額16万2900円と通
勤手当、加算額（年２回）
⑧健康保険、厚生年金、
雇用保険に加入

⑨３月８日　⑩履歴書
　（写真付き）と保健師
免許証の写し　⑪高齢
者支援課 　（内線 69 4）

一般事務
＝１人

①市内にお住まいでパソコン操作（ワードやエクセル）ができ、普
通自動車の運転経験が１年以上ある65歳未満の方　③滞納整理と徴
収の事務補助　④４月 1日～平成23年３月31日　⑤週28時間45分
⑥土・日曜、祝日、年末年始

⑦月額12万6600円と通
勤手当　⑧健康保険、
厚生年金、雇用保険に
加入　

⑨３月10日　⑩履歴書
　（写真付き）　　⑪納税
課　（内線854）

特別支援
教育支援員
＝若干名

①市内にお住まいで教員免許をお持ちの、自家用車で通勤できる60
歳以下の方　②市内の小学校　③通常の学級で特別な支援が必要な
児童への指導　④４月 1日～平成23年３月31日　⑤１日５時間30分
で週５日　⑥土・日曜、祝日、年末年始、夏・冬休み　

⑦時給1020円 ⑨３月９日　⑩履歴書
　（写真付き）と教員免
許状の写し　⑪市教委
教育施策推進担当（内
線604）

建築士
＝ 1人

①市内にお住まいで 1級建築士か２級建築士の資格がある方　③建
築確認業務など　④４月 1日～９月30日　（６カ月以内の更新あり）
⑤午前８時45分～午後５時15分　⑥土・日曜、祝日

⑦日額8300円と通勤手
当　⑧健康保険、厚生
年金、雇用保険に加入
　

⑨３月12日　⑩履歴書　

　（写真付き）と資格証
明書の写し　⑪建築課
　（内線651）

保健師
＝１人

①保健師の資格と普通自動車運転免許をお持ちの方　③高齢者の家
庭訪問などの相談業務　④４月１日～９月30日（６カ月以内の更新
あり）　　⑤午前８時45分～午後５時15分　⑥土・日曜、祝日

⑦日額8700円と通勤手
当　⑧健康保険、厚生
年金、雇用保険に加入
　　

⑨３月８日　⑩履歴書
　（写真付き）と保健師
免許証の写し　⑪高齢
者支援課（内線6 9 4）

一般事務
＝２人

①市内にお住ま
いで、企業倒産
や解雇などで失
業したか、非正
規雇用で雇い止
めになり失業中
の方、新規学卒者

③観光開拓推進＝市内
の観光資源調査、資料
整理など

④４月１日～９月30日　（６
カ月以内の更新あり）　　⑤
午前８時45分～午後５時15
分　⑥土・日曜、祝日

⑦日額6300円と通勤手
当　⑧健康保険、厚生
年金、雇用保険に加入
　　　

⑨３月９日　⑩履歴書
　（写真付き）とハロー
ワークの紹介状　⑪商
業労働課　（内線 859）③小・中学校環境意識

啓発＝自然観察会やエ
コ講座などの実施や環
境学習の講師、教材や
パンフレットの作成など

普通作業員
＝３人

②土木事務所　③道路の清掃、街路樹のせん定、舗
装補修など　④４月１日～11月30日　⑤午前８時45
分～午後５時15分　⑥土・日曜、祝日

⑦日額１万600円と通
勤手当　⑧健康保険、
厚生年金、雇用保険に
加入
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非
常
勤
職
員

臨
時
職
員

緊
急
雇
用
対
策

臨
時
職
員

　

法

律

相

談

　
日
時　

３
月
11
日
㈭　

午
後
１
時
〜
４
時

会
場　

市
役
所
本
庁
舎
２
階

定
員　

先
着
６
人

＊
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。助
言
・

相
談
で
約
25
分
間
で
す
。

申
込
み　

３
月
10
日
ま
で
に
市
民
生
活

課
（
内
線
７
０
０
）

　

行

政

相

談

日
時　

３
月
16
日
㈫　

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

会
場　

東
記
念
館

内
容　

国
の
行
政
機
関
の
仕
事
に
つ
い

て
の
苦
情
・
要
望
・
意
見
な
ど

相
談
員　

行
政
相
談
委
員

問
合
せ　

市
民
生
活
課
（
内
線
７
０
０
）

　

非
常
勤
職
員
・
臨
時
職
員

　

下
表
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

〈
共
通
事
項
〉

＊
採
用
は
面
接
（
日
程
は
後
日
連
絡
）

で
決
定
し
ま
す
。
採
用
後
は
兼
職
で
き

ま
せ
ん
。履
歴
書
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

＊
非
常
勤
職
員
の
職
種
に
よ
っ
て
は
、

過
去
に
市
の
非
常
勤
職
員
だ
っ
た
方
は

採
用
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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申
込
み　

３
月
２
日
ま
で
に
千
歳
保
健

所
（
☎
０
１
２
３
〜
23
〜
３
１
７
５
）

肝
臓
機
能
障
害
が
加
わ
り
ま
す

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象

対
象　

一
定
の
肝
臓
機
能
障
害
が
あ
る

方
か
、
肝
臓
移
植
を
受
け
て
抗
免
疫
療

法
を
し
て
い
る
方

＊
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

申
請
書
と
身
体
障
害
者
手
帳

指
定
医
が
作
成
し
た
診
断
書
、写
真（
縦

４
㎝
×
横
３
㎝
）
２
枚
を
持
ち
福
祉
課

（
内
線
８
１
７
）

　

介
護
す
る
家
族
の
つ
ど
い

　〈
交
流
会
〉

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
高
齢
者
を

介
護
し
て
い
る
家
族

日
時　

３
月
９
日
㈫　

午
後
１
時
〜
３
時

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室　

申
込
み　

３
月
８
日
ま
で
に
高
齢
者
支

援
課
（
内
線
６
９
４
）

〈
座
談
会
〉

対
象　

介
護
を
し
て
い
る
か
介
護
を
し

た
経
験
が
あ
る
方

日
時　

３
月
18
日
㈭　

午
後
１
時
〜
３
時

会
場　

東
記
念
館

＊
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

き
た
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
375
〜
５
８
８
８
）

　

カ
ン
ジ
キ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
自
然
に
興

味
が
あ
る
方

日
時　

３
月
６
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
（
集

合
は
研
修
棟
前
）

講
師　

市
グ
リ
ー
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
連
絡
協
議
会
会
員

定
員　

先
着
30
人　

参
加
料　

１
０
０
円
（
保
険
料
）

持
ち
物　

か
ん
じ
き

＊
な
い
方
に
は
貸
し
出
し
ま
す
。
温
か

い
服
装
と
長
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

３
月
５
日
ま
で
に
市
教
委
生

涯
学
習
指
導
班
（
内
線
８
９
１
）

　

体
育
協
会
事
業

〈
セ
ル
フ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
講
座
〉

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
50
歳
以
上

の
方

日
時　

３
月
12
日
㈮
・
19
日
㈮　

い
ず

れ
も
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
０
時
40
分

内
容　

ゆ
が
み
や
凝
り
を
解
消
し
、
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
ス
ト
レ
ッ
チ

講
師　

な
か
ざ
わ
＝
さ
と
し
さ
ん

定
員　

先
着
20
人

参
加
料　

５
０
０
円（
保
険
料
を
含
む
）

持
ち
物　

室
内
用
運
動
靴

申
込
期
限　

３
月
11
日

〈
春
休
み
イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
〉

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
方

日
時　

４
月
１
日
㈭
〜
３
日
㈯　

い
ず

⑱

　

献
血
に
ご
協
力
を

対
象　

16
〜
69
歳
の
方
（
65
歳
以
上
の

場
合
は
、
60
〜
64
歳
に
献
血
し
た
こ
と

が
あ
る
方
）

日
時
・
コ
ー
ス　

●
３
月
２
日
㈫　

北

海
道
川
重
建
機
㈱
（
大
曲
中
央
）
＝
午

前
９
時
〜
10
時
20
分
▼
ホ
ク
レ
ン
札
幌

鶏
卵
流
通
セ
ン
タ
ー
（
大
曲
）
＝
正
午

〜
午
後
１
時
30
分
▼
北
海
道
中
央
バ
ス

㈱
大
曲
営
業
所
（
大
曲
工
業
団
地
）
＝

午
後
２
時
〜
２
時
30
分
▼
輪
厚
三
愛
病

院
（
輪
厚
）
＝
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

●
３
月
11
日
㈭　

ヤ
ク
ハ
ン
製
薬
㈱（
北

の
里
）
＝
午
前
９
時
〜
10
時
20
分
▼
Ｊ

Ａ
道
央
北
広
島
支
店
（
中
央
）
＝
午
前

10
時
40
分
〜
午
後
０
時
40
分
▼
セ
リ
オ

お
お
ま
が
り
（
大
曲
末
広
）
＝
午
後
２

時
30
分
〜
４
時
30
分

問
合
せ　

健
康
推
進
課
（
内
線
８
０
７
）

精
神
障
が
い
者
の

　

心

の

交

流

会

　
対
象　

精
神
疾
患
で
通
院
中
で
家
に
閉

じ
こ
も
り
が
ち
な
、
65
歳
未
満
の
方

日
時　

３
月
９
日
㈫　

午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

申
込
み　

３
月
５
日
ま
で
に
障
が
い
者

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
（
☎
376
〜

７
７
７
６
）

ひ
き
こ
も
り
青
年

　

家

族

交

流

会

対
象　

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
と
そ
の
家
族

日
時　

３
月
９
日
㈫　

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

会
場　

千
歳
保
健
所
（
千
歳
市
東
雲
町

４
丁
目
２
）

内
容　

望
ま
し
い
対
応
を
学
び
、
情
報

交
換
を
す
る

申
込
み　

３
月
８
日
ま
で
に
千
歳
保
健

所
（
☎
０
１
２
３
〜
23
〜
３
１
７
５
）

　

心
の
健
康
相
談

対
象　

本
人
と
そ
の
家
族　

日
時　

３
月
３
日
㈬　

午
後
１
時
30
分

か
ら

会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
員　

精
神
神
経
科
医
師
、
保
健
師

　70～74歳の方で医療機関での窓口負担が１割の方は、４月か
ら２割に引き上げられる予定でしたが、引き続き１割で受診で
きることになりました。　
　対象となる方には、４月からも１割負担で受診できる「国民
健康保険高齢受給者証」を３月下旬に送付します。事前の手続
きは必要ありません。

問合せ　市民課（内線 658）



れ
も
午
前
10
時
〜
正
午
（
全
３
回
）

定
員　

先
着
20
人

参
加
料　

５
０
０
円（
保
険
料
を
含
む
）

持
ち
物　

テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
と
室
内
用

運
動
靴

申
込
期
限　

３
月
30
日

〈
体
力
ア
ッ
プ
相
談
会
〉

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
高
校
生
以
上

日
時　

３
月
９
日
〜
23
日
の
毎
週
火
・

木
曜　

い
ず
れ
も
午
後
８
時
〜
９
時（
全

５
回
）

内
容　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
概
論
と

方
法
（
上
半
身
・
下
半
身
な
ど
）

講
師　

健
康
運
動
指
導
士　

中
里
敦
さ
ん

定
員　

10
人

＊
体
育
館
使
用
料
が
掛
か
り
ま
す
。

〈
共
通
事
項
〉

会
場　

総
合
体
育
館

申
込
み　

市
体
育
協
会
（
総
合
体
育
館

内
・
☎
372
〜
０
８
０
８
）

　

環
境
市
民
の
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　

３
月
26
日
㈮　

午
後
１
時
30
分

か
ら

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

内
容　

生
ご
み
堆
肥
の
経
験
談
ほ
か

講
師　

近
畿
大
学
教
授　

田
中
尚
道
さ
ん

問
合
せ　

北
広
島
環
境
市
民
の
会
・
神か

沼ぬ
ま

（
☎
375
〜
４
２
５
６
）

　

講
演
・
北
広
島
の
「
道
」

　

の
歴
史
と
人
口
推
移

日
時　

３
月
６
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

東
記
念
館
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講
師　

産
業
と
文
化
の
遺
産
を
考
え
る

会　

槌つ
ち
も
と本
英ひ

で
あ
き秋
さ
ん

定
員　

25
人

＊
３
月
２
日
〜
６
日
に
、
東
記
念
館
ロ

ビ
ー
で
関
連
の
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。

申
込
み　

３
月
４
日
ま
で
に
東
記
念
館

　

（
☎
373
〜
２
１
７
１
）

　

春
の
園
芸
教
室

対
象　

20
歳
以
上
の
方

日
時　

３
月
17
日
㈬　

午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

大
曲
会
館

内
容　

果
樹
の
せ
ん
定
と
病
害
虫
の
防

除
、
野
菜
作
り
の
準
備
な
ど

講
師　

札
幌
市
豊
平
公
園
緑
の
セ
ン
タ

ー　

山
貫
重
夫
さ
ん

定
員　

30
人

受
講
料　

５
０
０
円

申
込
み　

３
月
10
日
ま
で
に
大
曲
地
区

生
涯
学
習
振
興
会
（
☎
・
FAX

　

377
〜
４
４

１
５
）

フ
レ
ン
ド
リ
ー
セ
ン
タ
ー
事
業

　

陶

芸

教

室

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
心
身
に
障

が
い
が
あ
る
方
か
、
陶
芸
に
興
味
が
あ

る
方

日
時　

●
３
月
６
日
㈯
＝
作
陶
　
●
３

月
20
日
㈯
＝
釉ゆ

う
や
く薬

付
け

　
い
ず
れ
も
午

前
10
時
〜
正
午

会
場　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
セ
ン
タ
ー

定
員　

20
人

参
加
料　

５
０
０
円

申
込
み　

３
月
５
日
ま
で
に
市
教
委
社

会
教
育
課
（
内
線
８
８
９
）

⑲

生
活

相
談

募
集

保
健

催
し

子
育
て

ふ
れ
あ
い

日程 時間 内容 対象
３/20 ㈯ 10：30

～11：30 インターネットで遊びましょう！
小学１・
２年

ＩＴネットワーク講習会

子どもＩＴランド

定員　各コース先着12人（申込者が少ないときは中止の場合あり）
申込期限　各コース受講日の１週間前
申込み・会場　ＩＴステーション
　（中央公民館内・☎ 376-7955）

主催・ＮＰＯ北広島
ＩＴネットワーク

日・月曜
は休館

１コース 2,500円

無料

番号 日程 時間 コース 対象（20歳以上の方）
156 ３/13 ㈯

　/14 ㈰
13：30
～16：30

Excel入門1
＜表の編集とグラフ＞

パソコンの基礎知
識がある方

157 ３/17 ㈬
　/18 ㈭

9:30
～12：30

デジタルカメラ入門1
＜撮影と取り込み＞

158 13：30
～16：30

はじめてのパソコン1
＜文字入力＞

パソコンを初めて
使う方

159 ３/24 ㈬
　/25 ㈭

9:30
～12：30

デジタルカメラ入門2
＜編集と保存＞

過去にデジタルカメ
ラ入門1を受講した
か、パソコンやデジ
タルカメラの基礎知
識がある方

160 13：30
～16：30

はじめてのパソコン2
＜文章の作成と印刷＞

過去にはじめてのパ
ソコン1を受講した
か多少パソコンが使
える方

北広島市役所
（代表）
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育
児
を
応
援
し
て
ほ
し
い
利
用
会
員

を
、
育
児
を
応
援
し
た
い
協
力
会
員
が

支
え
る
、地
域
の
助
け
合
い
活
動
で
す
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
か
通
勤
し
て

い
て
、
生
後
３
カ
月
〜
小
学
６
年
の
子

が
い
る
方

内
容　

●
保
育
園
や
幼
稚
園
、
学
童
ク

ラ
ブ
な
ど
の
開
始
前
や
終
了
後
の
預
か
り

●
保
護
者
の
短
時
間
の
就
労
時
、
美
容

室
や
兄
姉
の
参
観
日
な
ど
で
の
外
出
時

の
預
か
り

利
用
時
間　

午
前
６
時
〜
午
後
９
時

利
用
料　

１
時
間
６
０
０
円
（
土･

日

曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
７
０
０
円
）

＊
協
力
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
込
み　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
児
童
家
庭
課
内
・
内
線
６
６
６
）

　

育

児

交

流

会

対
象　

０
歳
の
子
と
そ
の
親 

日
時
・
内
容　

●
３
月
11
日
㈭
＝
む
し
歯
予
防
の
話
、

交
流
会

●
３
月
18
日
㈭
＝
離
乳
食
講
座
、
交
流

会
な
ど　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

定
員　

先
着
20
組

申
込
み　

３
月
９
日
ま
で
に
健
康
推
進

課
（
内
線
８
０
８
）

　
対
象　

２
・
３
歳
く
ら
い
の
子
と
そ
の
親

日
時　

３
月
19
日
㈮　

午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

会
場　

大
曲
児
童
セ
ン
タ
ー

内
容　

親
子
で
手
作
り
ア
ル
バ
ム
を
作
る

定
員　

先
着
15
組　

＊
服
の
汚
れ
が
心
配
な
方
は
、
ス
モ
ッ

ク
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

３
月
18
日
ま
で
に
大
曲
児
童

セ
ン
タ
ー
（
☎
370
〜
７
３
７
２
）

  「子育て＋ぷらす」は、子育てを応援するページです。出産前と、乳幼児から
おおむね小学６年までが対象の催しなどを掲載しています。

学校名 受付時間 開始時間 電話番号
東部小学校 10:10 11:00 372-3511
西部小学校 10:00 10:30 376-2104
大曲小学校  9:45 10:30 376-2253
西の里小学校 10:00 10:30 375-2520
広葉小学校 10:00 11:00 373-2801
若葉小学校  9:45 10:20 373-5665
高台小学校  9:30 10:00 373-3330
緑陽小学校  9:30 10:00 373-6447
北の台小学校  9:40 10:30 373-3500
大曲東小学校 10:00 11:00 377-7000
東部中学校 13:00 13:40 372-3030
西部中学校 12:30 13:30 376-2252
大曲中学校 12:40 13:30 376-2354
西の里中学校 12:30 13:30 375-2843
広葉中学校 12:30 13:30 373-4918
緑陽中学校 12:40 13:20 372-2239
＊市教委から１月29日に送付した入学通知書をお持ち
ください。病気などで４月６日に入学できない場合は、
市教委か学校に連絡してください。

問合せ　市教委管理課（内線 894）

ファミリーサポートセンター
利用会員の登録

夢 太 く ら ぶ

４月６日㈫入学式は です

ゆ め た

新入園・入学するお子さんがいる保護者の皆さんへ

　早寝・早起きを心掛け、生活リズムを整えましょう。
●朝７時に起床、夜９時前に就寝を目標にしましょう
●朝食を食べましょう
●寝る時間になったらテレビや部屋の電気を消すなど、
　子どもが眠りやすい環境をつくりましょう

　好き嫌いが多い、食べるのに時間がかかるなどの食事
面や、おむつが取れていない、うんちが上手にできない
など子どもの様子について心配や不安がある場合は、学
校や幼稚園、保育園などに相談しましょう。　

　入園・入学時期の子どもは、不安になったり緊張した
りしがちです。家では楽しいおしゃべりや抱っこなどの
スキンシップで、子どもが落ち着くようにすると良いで
すね。また、親の心配や不安は自然と子どもに伝わるよ
うです。お父さん、お母さんはあまり心配し過ぎず、子
どもが「学校や幼稚園、保育園は楽しいところ」と思え
るように、おおらかに見守ってあげましょう。

早寝・早起きできるかな

ちゃんと食べられるかな

心配しなくても大丈夫

問合せ　健康推進課（内線 808）

保健指導スタッフ（保健師）
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生
活

相
談

募
集

保
健

催
し

子
育
て

ふ
れ
あ
い

子どもの写真をお寄せく
ださい。対象は３歳まで
で、１人につき１回に限
ります。
投稿方法　12字以内のコ
メントと子どもの氏名・
住所・電話番号を記入し、
写真データを添えて直接
か郵送（〒061-1192住所
不要）　、電子メール（ko
ho@city.kitahiroshima.lg.jp）
で情報推進課（写真はお
返ししません）

ま
す
。　

申
込
み　

３
月
７
日
ま
で
に
佐さ

と
う藤

（
☎

372
〜
５
０
２
３
）

▼
キ
ッ
ド
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

　

子
ど
も
の
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

で
す
。
無
料
体
験
で
き
ま
す
。

対
象
・
日
時　

毎
週
火
曜　

●
４
歳
〜

就
学
前
＝
午
後
３
時
30
分
〜
４
時
30
分

●
小
学
校
低
学
年
＝
午
後
４
時
30
分
〜

５
時
30
分　

●
小
学
校
高
学
年
＝
午
後

６
時
〜
７
時
30
分

会
場　

総
合
体
育
館

講
師　

堀
裕
子
さ
ん

会
費　

月
額
３
５
０
０
円

問
合
せ　

亀か
め
お
か岡

（
☎
090
〜
６
２
６
６
〜

４
９
２
０
）

　

参
加
料
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
事
業

な
ど
は
、
原
則
無
料
で
す
。

　
▼
広
島
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

対
象　

新
小
学
１
〜
６
年

日
時　

毎
週
土
曜　

午
後
４
時
〜
６
時

会
場　

厚
別
温
水
プ
ー
ル
（
札
幌
市
厚

別
区
厚
別
中
央
２
条
６
丁
目
３
〜
１
）

会
費　

月
額
２
０
０
０
円
、
入
会
金
２

０
０
０
円
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
６
０
０
円

＊
３
月
13
日
㈯
の
午
後
３
時
30
分
か
ら
、

厚
別
温
水
プ
ー
ル
で
体
験
説
明
会
を
し

ほ
ん
と
は
男
の
子
な
の
よ
ぉ
ウ
フ
フ 

♪

私
の
た
か
ら
も
の
だ
よ
♪

竹
たけなみ

浪葵
あおい

ちゃん

鷲
わ し の

野正
ま さ き

樹ちゃん
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参
加
料
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
事
業

な
ど
は
、
原
則
無
料
で
す
。

　▼
北
広
島
美
術
協
会
“
設
立
20
周
年
記

念
事
業
”

〈
企
画
展
〉

　

テ
ー
マ
は
「
北
広
島
を
描
く
」
で
す
。

市
民
公
募
展
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
３
日
㈬
～
７
日
㈰　

い
ず

れ
も
午
前
10
時
～
午
後
６
時
（
最
終
日

は
午
後
５
時
ま
で
）

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

〈
講
演
会
「
絵
画
に
親
し
み
、
人
生
を

豊
か
に
生
き
る
」〉

日
時　

３
月
７
日
㈰　

午
後
１
時
30
分

～
３
時

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

講
師　

二
紀
会
委
員
・
道
展
会
員　

伊い

藤と
う

光こ
う
え
つ悦

さ
ん

〈
共
通
事
項
〉

問
合
せ　

宇う

だ

が

わ

田
川
（
☎
373
～
７
３
５
１
）

▼
北
広
島
商
工
会
“
訪
問
介
護
員
２
級

養
成
研
修
会
”

日
程　

６
月
７
日
㈪
～
８
月
10
日
㈫（
１

３
０
時
間
）

会
場　

北
広
島
商
工
会
、
北
広
島
リ
ハ

ビ
リ
セ
ン
タ
ー
特
養
部
四
恩
園

定
員　

先
着
40
人

受
講
料　

６
万
５
０
０
０
円
（
訪
問
介

講
師　

元
高
校
教
師　

後
藤
守
彦
さ
ん

参
加
料　

２
０
０
円
（
高
校
生
以
下
は

無
料
）

申
込
み　

梁や
な
が
わ川

（
☎
・
FAX

　

375
～
９
６
０
０
）

▼
小
林
秀
雄
研
究
会“
設
立
意
見
交
換
会
”

　

小
林
秀
雄
と
作
品
を
研
究
し
、
そ
の

研
究
を
伝
え
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
10
日
㈬　

午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

＊
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

川か
わ
い合

（
☎
373
～
０
３
５
２
）

▼
北
広
島
市
花
の
会“
第
１
回
研
修
会
”

　

花
の
ま
ち
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
13
日
㈯　

午
後
１
時
か
ら

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

内
容　

大
き
な
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ

ト
を
作
る

講
師　

コ
テ
ー
ジ
ガ
ー
デ
ン
代
表
取
締

役　

梅
木
あ
ゆ
み
さ
ん

参
加
料　

１
０
０
０
円

＊
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
年
会
費

は
２
０
０
０
円
で
す
。

問
合
せ　

白し
ら
い
し石

（
☎
372
～
３
７
７
９
）

▼
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
「
あ
と
か

ら
慌
て
な
い
資
金
計
画
」

　

営
業
、
あ
っ
せ
ん
は
行
い
ま
せ
ん
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
個
別
に
証
券
分
析

を
し
ま
す
。
希
望
者
は
証
券
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

対
象　

20
～
50
歳
の
夫
婦

日
時　

３
月
14
日
㈰　

午
後
１
時
～
４
時

会
場　

中
央
会
館
（
市
役
所
隣
）

護
員
３
級
の
資
格
が
あ
る
方
は
６
万
円
）

＊
夫
婦
や
親
子
、
き
ょ
う
だ
い
な
ど
２

人
１
組
で
申
し
込
む
場
合
は
、
１
人
分

が
半
額
に
な
り
ま
す
。

＊
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
補
助
が
あ
り
ま
す

　

（
雇
用
保
険
の
加
入
条
件
や
年
齢
な
ど
、

一
定
の
条
件
あ
り
）　

。

申
込
み　

５
月
19
日
ま
で
に
、
商
工
会

と
市
役
所
各
出
張
所
に
あ
る
申
込
書
に

受
講
料
と
身
分
証
明
書
の
写
し
を
添
え

て
北
広
島
商
工
会　

（
☎
373
～
３
３
３
３
）

▼
フ
ラ
サ
ー
ク
ル　

ホ
ア
・
ロ
ゼ　
　

　

癒
し
系
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
フ
ラ

を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
５
日
㈮
・
19
日
㈮　

い
ず

れ
も
午
後
１
時
～
３
時

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
練
習
室

問
合
せ　

河か
わ
た田

（
☎
373
～
４
２
７
５
）

▼
北
広
島
市
書
道
協
会
“
無
料
初
心
者

書
道
講
習
会
”

日
時　

３
月
６
日
㈯　

午
後
３
時
30
分

か
ら

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

内
容　

筆
の
持
ち
方
と
用
具
の
選
び
方
、

基
本
的
な
練
習

講
師　

北
海
道
書
道
展
審
査
会
員　

石い
し

田だ

壱い
ち
じ
ょ
う城

さ
ん

＊
道
具
は
用
意
し
ま
す
。

問
合
せ　

戸と
づ
か塚

（
☎
373
～
６
２
５
０
）

▼
北
広
島
九
条
の
会
“　

「
韓
国
併
合
」

１
０
０
年
と
日
本
人
”

日
時　

３
月
７
日
㈰　

午
前
10
時
～
正
午

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

㉒

定
員　

先
着
４
組

申
込
み　

３
月
12
日
ま
で
に
阿あ

べ部
（
☎

090
～
１
３
８
７
～
６
４
４
１
）

▼
大
曲
中
学
校
吹
奏
楽
部
“
第
18
回
定

期
演
奏
会
”

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
た
め
、
順
延
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
再
挑
戦
し
ま
す
。

日
時　

３
月
14
日
㈰　

午
後
３
時
か
ら

　

（
開
場
午
後
２
時
30
分
）

会
場　

大
曲
中
学
校
体
育
館

持
ち
物　

上
履
き

問
合
せ　

大
曲
中
学
校
・
青あ

お
き木

（
☎
376

～
２
３
５
４
）

▼
フ
ラ
サ
ー
ク
ル　

ケ
ア
ロ
ヒ
イ
カ
ラ
ー

　

“
春
で
す
！　

楽
し
く
身か

ら
だ体

を
動
か
そ

う
フ
ラ
ダ
ン
ス
”

　

特
別
ク
ラ
ス
を
新
設
し
ま
す
。
無
料

体
験
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。

日
時　

３
月
17
日
㈬
・
24
日
㈬　

い
ず

れ
も
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

第
４
住
区
集
会
所
（
緑
陽
町
１

丁
目
１
～
１
）

講
師　

モ
ア
ナ
レ
イ
コ
さ
ん

＊
常
設
ク
ラ
ス
の
会
員
も
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

阿あ

べ部
（
☎
372
～
４
６
２
９
）

▼
２
０
１
０
年
第
２
回
「
哀
愁
の
エ
レ

キ
ギ
タ
ー
ラ
イ
ブ
」

　

懐
か
し
い
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

日
時　

３
月
20
日
㈯　

午
後
２
時
30
分

か
ら

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

曲
目　

コ
ー
ヒ
ー
ル
ン
バ
、
百
万
本
の

バ
ラ
、
二
人
の
銀
座
ほ
か

問
合
せ　

久ひ
さ
や
ま山

（
☎
373
～
８
３
０
５
）

▼
日
本
尊
厳
死
協
会
北
海
道
支
部
北
広

島
地
区
懇
話
会
“
意
見
交
換
会
”

　

健
や
か
に
生
き
る
権
利
や
安
ら
か
に

死
ぬ
権
利
を
自
分
自
身
で
守
る
た
め
に
、

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
19
日
㈮　

午
後
１
時
か
ら

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

内
容　

終
末
治
療
の
事
例
発
表
な
ど

問
合
せ　

濱は
ま
だ田

（
☎
372
～
３
７
５
７
）

▼
恵
庭
北
高
校
吹
奏
楽
部
“
第
23
回
定

期
演
奏
会
”

日
時　

３
月
21
日
㈰　

午
後
１
時
30
分

か
ら
（
開
場
午
後
１
時
）

会
場　

恵
庭
市
民
会
館
（
恵
庭
市
新
町
10
）

曲
目　

忘
れ
ら
れ
た
帝
国
、
タ
イ
タ
ニ

ッ
ク
メ
ド
レ
ー
、
ロ
ッ
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

ホ
リ
デ
ー
ほ
か

入
場
料　

５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

恵
庭
市
民
会
館
ほ
か

問
合
せ　

恵
庭
北
高
校
・
郡ぐ

ん
じ司

（
☎
０

１
２
３
～
36
～
８
１
１
１
）

▼
安
永
徹
・
市
野
あ
ゆ
み
＆
フ
レ
ン
ズ

室
内
楽
シ
リ
ー
ズ
「
ピ
ア
ノ
と
弦
楽
器

に
よ
る
室
内
楽V

o
l.1

」

日
時　

３
月
23
日
㈫　

午
後
７
時
か
ら

　

（
開
場
午
後
６
時
30
分
）

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル

出
演　

市
野
あ
ゆ
み
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）、

安
永
徹
さ
ん
（
バ
イ
オ
リ
ン
）　

、
馬ま

ぶ
ち渕

昌し
ょ
う
こ子

さ
ん
（
ビ
オ
ラ
）　

、
丸
山
泰
雄
さ

ん
（
チ
ェ
ロ
）



広報原稿の締め切り ４月15日号の掲載を希望する方は３月15日までに、５月１日号の掲載を希望する方は４月１日まで
に原稿を提出してください。締め切りを過ぎてからの依頼は受けられません。
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生
活

相
談

募
集

保
健

催
し

子
育
て

ふ
れ
あ
い

◆  「
ふ
れ
あ
い
通
信
」
は
サ
ー
ク
ル
の

会
員
募
集
や
行
事
を
市
民
に
お
知
ら
せ

す
る
通
信
欄
で
す
。
一
部
の
特
定
の
方

や
会
員
の
掲
示
板
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
商
売
や
営
利
、
政
治
、
布
教
を

目
的
と
す
る
活
動
な
ど
は
掲
載
で
き
ま

せ
ん
。

◆
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
は
６
カ
月
に

一
度
の
掲
載
に
限
り
ま
す
。

◆
広
報
原
稿
は
直
接
か
FAX

　

372
〜
５
１
１

５
、
電
子
メ
ー
ルkoho@

city.kitahiro
shim

a.lg.jp

で
情
報
推
進
課
へ
。
原
稿

の
文
章
は
、
で
き
る
限
り
短
く
し
て
く

だ
さ
い
。
１
団
体
最
大
２
４
０
字
（
団

体
名
・
事
業
名
を
含
み
、
15
文
字
×
16

行
）
と
し
ま
す
。
最
大
文
字
数
の
範
囲

内
で
も
、
一
部
省
略
や
表
現
の
変
更
な

ど
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
広
報
原
稿
を
提
出
す
る
際
は
、
日
時

や
電
話
番
号
な
ど
を
、
も
う
一
度
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
人
名
や
読
み

が
難
し
い
も
の
な
ど
に
は
、
必
ず
振
り

仮
名
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
「
参
加
し
ま
せ
ん
か
」
に
掲
載
す
る

行
事
を
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
原
則

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
掲
載
を

希
望
し
な
い
場
合
は
事
前
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

▼
カ
ン
ト
リ
ー
ダ
ン
ス
〝
シ
ャ
イ
ン
〞

　

ス
テ
ッ
プ
中
心
で
、
骨
の
強
化
に
最

適
で
す
。
１
回
目
は
無
料
で
体
験
で
き

ま
す
。
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

日
時　

毎
週
木
曜　

午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

夢
プ
ラ
ザ

会
費　

１
回
１
０
０
０
円

持
ち
物　

室
内
用
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、

飲
料
水

申
込
み　

迎む
か
い
や
ま山
（
☎
090
〜
９
０
８
４
〜

９
３
９
０
）

▼
日
本
詩
吟
学
院　

白
樺
吟
詠
会

　

一
緒
に
詩
吟
の
良
さ
を
広
め
ま
せ
ん
か
。

自
由
に
見
学
が
で
き
ま
す
。

日
時　

毎
週
火
曜　

午
後
６
時
30
分
か
ら

会
場　

西
の
里
白
樺
会
館

会
費　

月
額
１
５
０
０
円

問
合
せ　

郡こ
お
り
や
ま山

（
☎
375
〜
２
１
５
９
）

▼
北
広
島
駒
草
会

　

健
康
維
持
の
た
め
に
、
山
登
り
を
楽

し
み
自
然
と
触
れ
合
い
ま
せ
ん
か
。

内
容　

３
月
末
〜
10
月
に
、
各
自
の
体

力
に
合
わ
せ
道
内
の
山
に
登
る
（
20
回

程
度
）

会
費　

年
額
３
６
０
０
円
（
保
険
料
を

含
む
）

申
込
み　

山や
ま
だ田
（
☎
372
〜
１
７
２
４
）

▼
北
広
レ
デ
ィ
ス

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
中
心
に
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
や
水
泳
な
ど
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

対
象　

体
を
動
か
す
の
が
好
き
な
女
性

日
時　

毎
週
金
曜　

午
前
９
時
〜
11
時

　
▼
き
た
ひ
ろ
し
ま
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
大
学

　

中
高
年
の
生
き
が
い
や
仲
間
づ
く
り

の
た
め
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
初
心
者

日
時　

４
月
〜
平
成
23
年
３
月
の
毎
週

火
曜
、
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

道
都
大
学
パ
ソ
コ
ン
教
室

講
師　

道
都
大
学
経
営
学
部
教
授　

由よ
し

水み
ず

伸し
ん

さ
ん
、准
教
授　

河こ
う
の野

善よ
し
ふ
み文

さ
ん
・

田た
ざ
わ澤

佳よ
し
あ
き昭

さ
ん

定
員　

先
着
20
人

会
費　

月
額
２
５
０
０
円

申
込
み　

阿あ

べ部
（
☎
377
〜
３
１
８
１
）

曲
目　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
ピ
ア
ノ
四

重
奏
第
１
番
ト
短
調
ほ
か

入
場
料　

一
般
３
０
０
０
円
、
高
校
生

以
下
１
０
０
０
円
、
ペ
ア
５
０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
ほ
か

問
合
せ　

加か
の
う納
（
☎
373
〜
０
８
３
８
）

▼
北
広
島
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
〝
第
１

回
会
長
杯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
〞

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
か
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
方

日
時　

３
月
22
日
㈪　

午
前
９
時
か
ら

会
場　

総
合
体
育
館

種
目　

男
女
別
で
一
般
ダ
ブ
ル
ス
１
〜

４
部
、
初
心
者
の
部

＊
男
子
の
部
は
混
合
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
料　

１
人
１
０
０
０
円

申
込
み　

３
月
７
日
ま
で
に
所
定
の
申

込
書
を
フ
ァ
ク
ス
で
大お

お
の野

（
FAX

　

372
〜
４

３
２
２
・
☎
090
〜
２
０
５
７
〜
４
９
６
１
）

▼
親
子
茶
道
教
室

　

１
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

３
月
27
日
㈯　

●
午
前
の
部
＝

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
20
分　

●
午
後

の
部
＝
午
後
１
時
〜
１
時
50
分

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

内
容　

茶
室
の
入
り
方
と
心
得
、
礼
儀

作
法
な
ど

参
加
料　

親
子
１
組
１
０
０
０
円

持
ち
物　

白
い
靴
下
・
ハ
ン
カ
チ

問
合
せ　

折お
り
は
ら原

（
☎
373
〜
５
０
５
２) 

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か

会
費　

月
額
１
０
０
０
円
、
入
会
金
１

６
０
０
円

問
合
せ　

杉す
ぎ
う
ら浦

（
☎
373
〜
６
２
５
５
）

㉓

　２月初旬、夢プラザに陶芸サークル「陶樹」を訪ねま
した。ちょうど素焼きが終わったところで、棚にはたく
さんの作品が所狭しと並んでいました。メンバーはそれ
ぞれ絵付けをしたり磨いたり。中には、次の作品を作り
始めている人も。作業台に置かれた作品は、小鉢や皿、
湯呑みに水指などさまざまです。　「自由な発想で、作り
たいものを自由に作っています」と代表の鵜

う の き

木一
か ず と

任さん。
　　「陶樹」は平成18年、市の陶芸教室に参加した有志15
人が、陶芸を続けたいと立ち上げたサークル。その後、
数人のメンバーが入れ替わり、現在は12人で活動してい
ます。昨年の10月～11月に開催した作品展は、　　「12の無
心」をテーマに、個性的な作品が夢プラザの展示ブース
を飾りました。今年も同じ時期に展示会をする予定だそ

絵付けの前に、やすりをかけ
て器の表面を滑らかにします

陶芸サークル「陶
とうじゅ

樹」

3

う。どんな作品が並ぶのか今から楽しみです。
　みんな陶芸が大好き。　「いつか大きな作品を」　「身近
なものを作品でいっぱいにしたい」とメンバーの夢はふ
くらみます。
　　興味がある方は鵜木さん（☎377‒8709）へ。　
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＊
本
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
１
０
０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

メール

2010（平成22年）. 3.1
通巻920 号

　

１
月
29
日
の
朝
、
数
十
人
の

お
年
寄
り
を
乗
せ
た
福
祉
バ
ス

が
竹
山
高
原
温
泉
に
到
着
し
ま

し
た
。
早
速
ア
ル
カ
リ
泉
質
の

風
呂
に
直
行
。
冷
え
た
体
を
褐

色
の
露
天
風
呂
に
沈
め
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
を
前
に
緊
張
し
た
表
情

で
し
た
が
、
湯
け
む
り
に
心
も

体
も
ほ
ぐ
れ
、　
「
や
っ
ぱ
り
、

こ
こ
の
風
呂
は
最
高
だ
ね
」
と

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
た
瞬
間
に
パ
チ
リ
。

　
　

「
一
日
中
で
も
居
た
い
よ
」

　

「
ま
た
来
よ
う
ね
」
と
、
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

今
月
の
表
紙

広報 北広島－2010.3.1 ㉔

　２月２日、西
部小学校の１年
生65人が「昔の
遊び」を学びま
した。地域のお
年寄り約20人に、
けん玉やめ

・・・
んこ、

お手玉などの遊
びを教わりました。田んぼから川や鼓、そしてまた田
んぼにと繰り返し形が変わるあ

・・・・
やとりに、　「どの糸を

つまむの」　　「指はどこに通すの」と子どもたちは興味
津々。お年寄りは優しく手を取って丁寧に教えます。
　　　「面白かった」　「練習して上手になりたい」。翌日
の昼休み、教室にはあやとりをする子どもたちの姿が
ありました。

　２月13日・14日、総合体育館で日本バスケットボー
ルリーグ戦・レラカムイ北海道対パナソニックトライ
アンズの試合が行われました。
　体育館に響く靴とボールの音。そして、割れんばか
りの歓声。観客は間近で見る選手の動きに目を奪われ、
心躍らせます。「プロ選手のプレーを北広島で見れる
のはうれしい。ためになります」と、広葉中学校でバ

スケットボール
部に所属してい
る佐

さ と う

藤夢
ゆめ

さん。
結果は両日とも
に、レラカムイ
北海道が惜しく
も負けてしまい
ました。

　１月28日は若葉小学校で、29日は高台小学校で小学
校統合準備会が開催されました。
　昨年11月に、北広島団地の全世帯と小学生、卒業生
を対象に学校名を公募しました。多く寄せられた名前
から、さらに各校の在校生にアンケートし、その結果
が準備会に報告されました。広葉・若葉小学校は「双
葉小学校」、高台・緑陽小学校は「緑ヶ丘小学校」が

　１月31日、北
の台小学校体育
館で音楽交流会
が開催され、市
民約280人が訪
れました。
　北広島高校吹
奏楽局は、マイ
ケルジャクソンの曲の演奏に合わせ、ダンスパフォー
マンスまで披露。会場を盛り上げます。東部中学校合
唱部は、合唱コンクールの課題曲などを歌い、合同発
表で吹奏楽の演奏にのせて合唱しました。最後は客席
も一緒に赤とんぼを歌い、会場が一つになりました。
　　「若い人の音楽が大好きで、楽しみに聞きにきまし
た」と参加した女性は声を弾ませていました。

一番人気でした。
　このほか、子
どもたちが安全
に通学するには
地域の力が欠か
せないなどと、
熱心に意見が交
わされました。

小学校統合準備会

西部小学校１年西部小学校１年　　「昔の遊び」「昔の遊び」 日本バスケットボールリーグ戦

東部地区健連協・音楽交流会




